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本 盆 は 地震 よび と れ に 開 連 する 諸 現 象 並 びに 應 用 に 開 す る 知識 を 交 反 , 普及 し 震 
炎 災 防止 に 貢献 する こと を 目的 と する ・ 

本 食 は 地震 也 會 と 航 し て , 事務 所 を 営 分 の 間 , 東京 大 了 莉 理 牙 部 才 球 物理 久 数 室内 に 
2 ー 

本 信 は その 目的 を 達する た め に , 定期 及び 了 臨時 に 絢 會 を 開き , タ 雑 誌 「 地 震 」 を 獲 
行 す る . 

定期 の 細 會 は 毎年 5 月 に 開き , 臨時 の 綿 會 は 委員 5 名 以上 ある い は 信 員 10 名 以上 
の 請求 の あつ た と き に 開く . 

本 合え 員 は 普通 會 員 及 び 帝 甚 剣 員 と する . 會 員 と な ろう と する 者 は 會 費 1 ヶ年 分 を 
そえ て 本 信 事 務 所 へ 申込 むせ も の と する . 

地方 ある い は 特別 の 機 開 等 に 支部 を 豆 く こと と が で きら る . 

開 員 長 ユ 名 。 委員 若 王 名 を く 』 

委員 長 は 本 會 を 代表 し , 委員 長 豆 よび 委員 は 編集 , 麻 務 , 會 計 等 の 事務 を 行う . 
本 會 に は 願 問 若 考 名 を 豆 く こと が で きる 。. 

浴 員 は 普通 食 員 の 盛 選 に ょ つて 選出 する . 委員 長 は 委員 の 互選 に ょ ちら. 委員 長 及び 
委員 の 任期 は 2 年 と し , 再選 を さま た ば げ ない. 

委員 長 及び 委員 の 更 逃 期 は 1 月 と する . 途中 補欠 と し て 加 つ た も の の 任期 は 前 任 者 
の 残存 期間 と する . 


附 則 
普通 食 員 の 信 費 は 営 分 の 間 年 390 彫 と し , 委員 に ょ つて 適宜 比 更 する こと が で き 
ら . 
定 費 年 1000 彫 以上 を 天 さめ た も の を 装 助 會 員 と する . 
支部 の な いと き は 連絡 委員 と を おく. 連絡 委員 は 委員 長 が 委嘱 する . 


2 員 (948 年 1 月 漂 四 ) 
波 還 負 目 表 近 。 電 mu 演 
庶務 係 委員 廣 野 卓蔵 宮村 失語 
會 計 係 委員 河 角 廣 飲 田 滋 事 
編 帳 係 委員 原 香 噂 武者 金 青 
地 叙 係 委員 忠 富 孝治 加 藤 愛 雄 坪 井 串 三 
井 上 宇 過 飯 田 涼 事 宮 部 直 所 
西 村 英 一 田 村 雄 一 上 EN 


東京 都 婦 京 硬 東京 大 陳 地 震 移 會 


択 り 振子 を 雇用 し た 低 域 渡 波 回 用 
いて の 一 つの 満 験 に つい て 


聞 民 - 研 完 所 秋 間 . 哲 夫 
(昭和 24 年 5 月 14 日 受理 ) 


1. 一 般 に 近 地 地 震 の 地震 記 介 に は 短 周期 の 小 が 多く 現われ て いる た め , た と え そ の 中 た 長 
- 周期 の 波 が 伏 在 し て 居 て も , 之 等 の 短 周期 の 波 の た め に も ほ い か くさ きれ て し まっ つて , 殆 ん ど 
識別 負 来 な い . 0 た ゆ に 寺下 の 板 な 長 同期 の 下 預 研究 は 奄 く 近 季 地 氏 の 
記 象 上 で な され て いる に すぎ な い . 

だ ご 放っ hi 本 だ け る 清 し て が 者 沙 に に お ける 表面 波 
の 存在 を た し か め る た め に , 拓 り 振子 を 應 用 し た 機械 的 な 低 域 渡 波 器 を 作製 し , それ を 用 い 
て , ある 一 つの 近 地 地震 に つい て の 各地 の 地震 記 象 を 濾 波 し て 見 た と ころ , 極め て 興味 ある 
結果 が 得 ら れ た の で , ご く 簡 軍 ! の ・ を 
2、 この 瀧 波 器 の 原理 は 簡 還 で ある ・ 即ち , 一 本 の 棒 の 中 心 を 細い 針金 で 水 定 に 吊 し た 所 り 
振子 の 頭 に 例え ば gsinZ% な る 正弦 波 的 な 振り 振動 が 加わ つた 場合 , この 振子 の 据 れ の 久 
6 に 開 す る 運動 方 程 式 は 

7 FRB 上 太 2 ニ gsin が ' 
と な る ・ 至 に 。 7 は 久本 較 に 関す る この 振子 の 人 は 拓 拓 人 は 放し た 針金 
開 す る 所 れ の 常 敷 で ある ・ 例 に ょ っ て 坊 -=26。 七 7 ニ % な る お きか え を 行え ば 上 式 は 


及 上 2 g8 二 22ー%2e Sin 7 


と な る 。 に の 区 の 解 の 定 和 的 な 部 分 は , 
@ SI 77 


> 人 ー ザ (1 1 
致 に , % 三 の , ん 王 e/% で ある ・ 
この 解 は よく 知ら れ て いる 加速 度 地震 計 の 倍 座 曲線 と 同じ も の で あ る ・ 印 ち , ん の 値 が 
0.64 位 の と ころ で は , gz な る 振幅 比 は 外 か ら 加 えら れる 振動 の 周期 が , 振子 の 固有 周期 
ぶり も 短い 種 小 きく な り 。 ほ \ 等 し いか 大 きい 場合 に は 一 定 の 値 を 下る ・ 徒 つ て , この 振 手 
の 頭 を 地震 記 象 の 通り に 撰 つて や れ ば , この 振子 は 地震 記 象 中 の 種々 雑 多 な 振動 の 申 か ら , 
自分 の 周期 より も 大 き な 周 期 の 波 だ け を 一 定 の 倍率 で 引き 抜い て くれ る こと に な る 
以上 の 原理 に 差 づい て 筆 著 の 作製 し た 通 波 問 の 構造 上 の 詳細 に つい て , 及び , それ が 低 城 
濾 波 器 と し て 質 的 に も 量 的 に も 滴 足す べき 働き を 示す と と を た し か め た 質 備 的 諸 連 隙 に つい 
て は 紙面 の 都合 上 割 受 し て , それ ら は 震 研 イ 報 26 台 を 見 て 頂く こと に し , と > で は それ を 
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賀 際 の 地震 記 人 象 に に 肢 し て 用 いて 得 ら れ た 結果 だ け を す こと 2 


8。 地震 は 昭和 13 年 5 月 28 日 


肖 り 振子 を 應 用 し た 低 葉 渡 波 器 を 用 いて の 一 つの 換 駿 に つい て 
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臨 屋 崎 沖 に - 科 つた もの の 雪 2 たきの 
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狭 置 で 振り 振子 の 固有 周期 を 20 秒 位 に 
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し て えら れ た 渡 波 され た 濾 の 例示 し た も の で , 之 
で も 分 る 様 に , 8 波 か ら や ヽ お くれ て , 30 秒 位 の 長 
周期 の 波 が 明瞭 に 現われ て いる . この 略 で , ひ の が 元 の 
地震 記 象 で , その 下 の ア , が それ を る 左 涼 し た 波形 で あ 
る ・ の 112.3 等 の 敷 字 は , 夫 ぇ の の 1.23 等 に 
党 る 部 分 で ある こと を 示し て ある ・ 室戸 の 。 は , 
を 更に も うう 一 度 濃 波 し た も の で , こ ヽ で は 完全 に 短 周 
期 の 波 が 消 を て し まつ て いる . 3 

他 の 各地 の 記 象 か ら 同 様 に し て を られ た 20-80 秒 
程度 の 濾 に つい て 走 時 曲線 を つく つて 見 た の が 第 3 園 
で あつ て , 明らか に 俺 性 の も の で ある こと が 知ら れ , 
且つ , 速度 を 求め て 見 る と 約 3.7 km/sec で , お そら 
く は 表面 濾 で ちあ ろう と 思わ れる ・. 同 園 で x 印 錯 印 は 夫 
ぇ S 波 波 の も の で ある 。 

人 第 1 園 で 介 で 示さ れ た 地 は , 上 し た 長 周期 の 
波 が や ゝ 不明 瞭 な 地 虹 で ある が , 注目 すべ きこ と は , 
同 園 で へ で 示さ れ て いる 筑 波山 , 龍 ヶ 谷 , 甲府 、 長 野 
で は , 殆 ん ど 長 い 波 が 源流 され な か つた と 云う こと で 
ある ・ こ の こと が , 之 等 の 四 ヶ 所 の 地形 上 の 特殊 性 に 革 
因 す る も る の で ある の か , 丸 は 震源 に 極め て 近い と 云う 
こと の た め な の か , この 寅 験 だ け で は 過 定 出来 な い . 

濾過 され た 濾 は , 何れ も 上 下 成分 を も つて いる の で 
レー リー 波 的 性 質 を 含ん で いる こと は 確か で ある が , 
残念 な こと に , 三成 分 共に 揃 つた 記 象 は 宮崎 一 ヶ所 な 

で , 定量 的 に くわ し く 調 べ る こと は 抽 来 な か つた . 
得 宮 崎 の 記 象 か ら を えら れ た も の に つい て , 地動 の 様子 
を 調べ て 見 た 結果 で は , 地動 に 開 す る レー リー 流 特 有 
9 
時 に 之 等 の 長 周期 流 は , 何れ も 波 の 進行 方 向 に 直角 な 
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大 分 が か な り 大 きく 出 て いて , この 方 は 明か に ラヴ 波 の 特色 を 示し て いる の で ある 。 お そら 


く 健 源 距離 が 迎 い た め に , 雨 者 が 殆 ん ど 同 時 鹿 に 記 象 の 上 に 現われ て いる の で は な いか と 考 
えら れる ・ この 問題 は 。 いづ れ も つ と た くさ ん の 地震 に つい て 調べ て ゆこ うと 思 つ て いる 。 
何 , 本 装置 は 制 振 器 と し て 油 を 用 いた の で ある が 。 油 で は 温度 を 一 定 に 保つ た め に サー モ 
スタ ツ ト の 必要 が あり , 簡 昌 で な い の で , 目下 電磁 弄 振 式 に 改良 中 で ある 。 
終り に , 本 宮 験 に 営 つ て 絶 始 御 懇 切な 御 指導 を 頂い た 二井 ・ 宮 村雨 移 生 , 並び に 貴重 な 地 
震 記 象 の 斉 料 を 長期 に 孔 つ て も 借 し 下さ つた 中 央 気象 豪 の 本 開 正 作 氏 に 畔 し て , 厚く 御 識 申 


- し 上 げ る 欧 第 で ある 。 


東 南 海 地震 の 計測 (on) 0 
(海底 地震 の 研究 第 1 報 ) に 


地震 * 研 欠 所 = 越 . 川 。 帳 |) 胃 / 
(昭和 24 年 4 月 28 日 愛理) 
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_ +. 繝 言 昭和 19 年 12 月 7 日 の 東南 海 地震 に つい て は 営 時 中 央 箇 象 衣 よ り “ 東 南海 大 
、 地震 主 李 棚 が " 税 行 され , 地震 計 沿 に 関す る 項 は 本 開 投 師 が 取 ま と め て 報告 し て いる ・ 
そこ で は 固 央 の 第 一 近似 と し て 東 387".0, 北緯 94*.0 が 採用 され , 走 時 曲線 が 書か れ て 
いる ・ それ に よれ ば 東北 日 本 と 西南 日 本 と で は ア 波 の 走 時 が 全然 異な り , 前 者 で は 球 度 約 
6.0 kms, 後者 で は 約 7.4 km/8S と な つて いる 。 し か し これ に つい 妃 は 震央 の 位置 が 非常 に 
問題 で も る と 思わ れ た の で , 筆者 は 震央 を 定め 直 し て 昭和 21 年 1 月 に 地震 研究 所 に お い : 
て 報告 し た . その 後 , 南海 地震 の 起 る 前 の 紀 洲 中國 用 の 地殻 は 非常 な 弾性 的 歪 を 受け て いた 
の で , 此 の 地 如 を 通 つ た 地震 波 は 東北 日 本 に 達し た 地震 波 よ り も 速度 が 非常 に 大 きか つた の 
で あろ うと いう 様 な 議論 も , 本 開 氏 の 走 時 を 基 と し て 唱え られ た . し か し その 様 な 考え は 弾 
性 論 的 に も 首 衣 表し 難い の で あつ て , 震央 位置 に つい て な お よく 検討 する 必要 が ある と 思う ・ 
筆者 は , 地震 波 の 見 掛け の 速度 は 主として 地 帝 胡 居 の 厚 薄 形 汰 等 に よ つ て 影響 され , 殊 に 
ア 。 波 の 速度 は 方 向 に よ つ て それ 程 著しい 差 邊 は な い , ろ 一 隊 で ある と の 展 定 の 下 に 議論 
を 進め 。 それ が 観測 事 綿 を どれ だ け よ く 説 明 し 得る か を 見 る こと と する > 
2. 有 震央 の 決定 用 いた 克 料 は 本 間 氏 の 論文 に 履 銘 きれ て いる 地震 観測 報告 と, 伊豆 下田 
郊外 須崎 の 三井 地球 物理 研究 所 に お いて 得 た 地震 記 象 を 筆者 自身 が 計測 し た 結果 と で ある . 
地震 観測 報告 に 有 岩 時 と し て 報 童 きれ て いる も の は ア 波 と 考え て よい わけ で ある が , それ 
が ア 。 流 で な く て 松澤 作り の ア 。 波 若 し く は アッ 波 で ある 可能 仁 も 多い - 初期 微動 時 間 
と し て 報告 され て いる 8 波 の 部 分 に こ 到 つて は , 8。S% 等 が 各 観 測 所 に よ つ て 屋 え に 報告 
きれ て いる 危険 性 が 非常 に 多い . 故に に 物 期 微動 時 間 を 用 いて 震央 を 定め る と いう こと は 多 大 
枚 測 の 様 な 小さ い 観 湖 綱 の 場合 は 別 と し て , 鯨 り 適 営 と は 思わ れ な い ・ 残 に 儲 源 が 海底 に あ 
る 場合 に は 役 測 同 の 分 市 は 殆 ん ど 展 源 を 中 心 と する 第 二 第 三 の 二 象限 内 の み に 偏 在 す る 様 に 
な つて, 科 期 役 動 時 間 に よ る 財 式 決定 法 で は 震央 の きま ら な く な る 場合 が 多い 部 に 筆者 は 
、 和 震 計 を 用 い , 走 時 曲線 を 作製 し て は 決 交 近似 法 で 震央 を 定め て 行く こと に し た ・ 此 の 場合 
河 角 博 士 の 自 地 周 が 非常 に 有用 で あつ た こと を 附 記 し て お く . 


.\※ 。 Seismometrical Note of the TOnankai Earthquake, on Dec. 7, 1944, (Study of the earth- 
quakes taken-place in the submarine area, the first report.) \oshiaki KOSHIKAWA 
1) T. MATUZAWA, 氏 . YAMADA:& T. SUZUEKr, -On the Forerunners of Earthquake-motions。 
B.E.R.T. VII (1929), Part. 2. 
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き て 居 央 距 を 2, 震央 及び 観測 所 の 継 緯度 を 夫々 (ん の , (2s, の 5) と すれ ば 。 

COS ブーSin の 。Sinm の 上 COS の 。 COS の COS( スー 48) PHSOME3 
で あり , 震央 か ら の 弟 測 所 の 方 位 角 を 刀 と すれ は ば, 
3 COe の ein (⑫) 5 
で ある こと も よく 知ら れ て いる . 今 圭 央 位置 に つい て 92e,24 だ け の 誤差 が あつ た と し て , 
その 場合 の 震央 四 離 プ ′ を 展開 すれ は 


4/( の 十 9 の , 42 上 82) テイ (の , 2) 十 の する 22)+R Cs 


アス 


と な る . ここ に は residqe で ある 震央 か ら 見 で 同 方 向 に 並ぶ 閣 測 所 用 の 距離 の 差 を 才 


えれ ば , (2 ) 式 が ら 知ら れる 通り 一 区 微分 の 項 は 消去 る の で , 「 と 
ーー ソー カー 吉久 ) | 
(9 
2 1 (。 一 戸 」) ニ (cot 4。 一 cot 4」) (Sin 婦 ・3 の 十 COS の ・COs 婦 ・82)? ) ・ 


と な る . 9@@,94 に つい て 207 仰 ち 5.8x10-3 程度 の 誤差 が ある と すれ ば , = タダ 2, =8* 
_ と し て も 2 ! (RE, 一 戸 ) ニ ー5.4x10-5 ニ ー1177 で あつ て , 2/ー イ / ニー, と 見 て 差 え な 


SA が の 値 が っ の 盾 測 所 に つい て 2 の 欄 和 違 つ て いて も (ルー4」) に 翌 す る 誤差 は 得 


訂 で ある . 故に 震 位 置 の 誤差 が 20 程度 で ある 場合 々 同一 方 向 に 並ぶ 抽 測 所 に お いて 


同一 位相 の 波多 観 測 し て いる の で ある な ら ば , 横 軸 に 震央 距離 を , 縦 軸 に 地震 波 の 到 塗 時 肌 
光 と る 時 , その 方 向 に 開 す る 限り 走 時 を 示す 四 は 一 つの 滑 か な 曲線 上 に 並ぶ 筐 で ある 。 ( そ 
の うち の 或 観測 所 は 特に 表面 居 の 影響 を 大 きく 受け て 到 針 時 簿 が 特に 早い と か 遅い と か いう 
こと で あれ ば , いつ も きま っ つて 或 値 だ けず れる 管 で ある が , 今 所 調べ た いく つか の 地震 に つ 
いて は 未だ その 様 な 馬 を 見 田 し て いな い 。) 此 の 場合 堪 央 は 近似 的 に 殿 ん で いる の で ある か ら 
震央 距離 の 絶 抽 値 は 方 向 に よ つ て 異 る ・ 政 に 各 方 向 の 走 時 を 一 つの 岡 に 記入 すれ ば , 方 向 の 


異 る に 従 つて 走 時 曲線 の 位置 は ずれ て , 平行 な 線 が 得 ら れる わけ で ある ・ 若 し 展 央 位置 が 葛 


だ し く 誤 つて いる 時 は 震央 に 近い 所 程 (4,ー) の 値 に 有 装 す る Residue の 項 が 大 きく きい 
て くる た め 走 時 曲線 の 傾斜 , 従 つて 見 掛 の 速度 が 方 向 に よ つ て 異 つ て いる 様 に 見 を る . この 
こと は 第 1 囲 を 見 れ ば よく 分 る の で あつ て , これ は 東経 187.0, 北 婦 4.0 を 震央 と し て 
炭 い た ア 濾 の 走 時 曲線 で ある . へ AA4 等 は 東北 月 本 , ⑨ 久 @ 等 は 西南 日 本 の 製 滑 値 を 示す 


や も ので, 同一 の 印 の 箕 は 同 方 向 の 観測 所 の 値 を 示す も の で ある . これ を 見 れ ば 同一 の 印 の 馴 


は 略 同一 直線 上 に 並ぶ が , 相互 の 直線 は は な れ ば な れ で あつ て , 旦 傾斜 も 多少 界 る と いふ こ 
と が 知ら れる . 西南 日 本 で は 東北 是 本 に お ける より も ア 小 が 15-16 秒 も 早く 出現 し て い 
る こと に な り , し か も 見 掛 の 速度 は 却 つ て 選 い と いう 結果 に な る . 令 メ 等 で 示さ れ た 近畿 


6 (42) 


久間 ME 


の 見 掛け の 速 度 は 前 二 者 より も 大 に な つて いる ・ 
これ は 和 震央 位置 が 中 部 地方 に 近く , 西南 日 本 に 
し て は 如く と られ すぎ て いる こと を 多 示 す も の で あ 
る ・ 2) 
同一 方 向 で 同一 の 走 時 曲線 上 に 並ぶ 跡 は , 同一 
位相 の 波 を 観測 し て いる も の で ある と し て 探 用 し 
鈴 り 大 きく 偏 俗 し て いる 牙 は 報告 が 誤 つ て いる の 
- で ある か 或 は 他 の 位相 を 証取 つて いる も の と し て 
除く . 此 の 際 現 在 の 観測 精度 に も いて は , 獲 誠 時 
の 誤差 は 大 器 1 秘 と 見 積 られ る が , 2 秒 以内 の 偏 
1 | 佑 は 許す 方 針 で 鈴 測 値 の 湊 を 行 つた. か くし て 
第 1 岡 ” ” 同一 位相 の 滅 を 報告 し て いる と 思わ れる 観 信 の 
、 み を 到 田 し 一 方 方 向 別 走 時 曲線 か ら 求 め た 見 掛け の 速度 を 全容 の 方 向 に つ いて 証 均 し 。 
7.5 km/S と いう 値 を 得 た . これ は 松澤 博士 に よ つ て 求め られ た アア 。 波 の 速度 に 等 し いも の で : 
、 ある. そこ で 此 の 速度 と 前 洗 の 選出 し た 毅 震 圭 と か ら 第 二 近 似 の 震央 を 求め た 。 そ の 求め 方 
"は 各地 の 散 震 時 か ら 一 定 の 時 鹿 を 引 去 り , その 差 に 7.5km/s を 乗じ て 得 た 距離 を 年 径 と し , 
夫々 の 観測 所 を 中 心 と し て 地 圏 上 に 彫 を 署 く , これ ら の 彫 に 最も よく 接 劉 す る 一 つの 周 来 
めで その 中 心 を 震 央 と する の で ある . か くし て 求め た 第 三 近 仏 の 震央 は (196* 16.8 到 9 
477.2 N) で あぁ つた. 此 の 震央 に 基 い て 閣 び 走 時 曲線 を 作る と 駄 は 非常 に ま と ま つ て くる 。 問 
に 除外 し た 製 測 値 も 一 緒 に 盛 込 む と , 震央 の 近く で は 走 時 曲線 が 不 連 組 に 曲り, を 示す と 
思わ れる 馬 , ア * を 示す と 思わ れる 中 が 分 れ て くる ・ 湖 岬 。 揚 原 , 筐 山 , 箱 戸 等 は ど , 和歌 
山 。 京都 。 彦根 。 満 松 , 岐阜 等 は の * を 示し て いる も の と 思わ れる . そこ で 痢 の 組 に つい て 
は 5.0.5.1.5.2 kms 等 の 提 度 を 優 定 し て 。 夫 え の 連 度 に 到 硬 す る 震央 を 求め る と 地 園 上 に 
ー つ の 軌 晒 が 得 ら れる ・ 後 の 組 に 肝 し て も 6.0,6.1.6.2 km/s 等 の 速度 を 優 定 し て 震央 の 
一 つの 軌跡 を 得る ・ 此 の 二 つ の 曲線 の 交 凍 と し て (136" 197.9E, 38*41.0 N) が 求め られ 
た . こ れ を 第 三 近似 の 震央 (以下 震央 II と 呼ぶ こと に する ) と し て 吾 び 走 時 曲線 を 書き 。 
P 波 に つい て 5 本 , 8 波 に つい て 4 本 の 直線 が 得 ら れ た 、- この 震央 HLI を 最後 の も ゅ の と し て 
控 用 し て よい か に も 思わ れ た が 。 此 の 場合 の 遠方 の 盾 濁 値 の 分 散 度 が 大 に な る こと, 8* に 邊 
管 すべ きも の の 傾 終 が 大 に に な る こと , 等 か ら ま だ 適 営 で な いと 刊 断 され る . そこ で 如 方 の 盾 
測 値 を より よく 漁 足 する 様 な 震央 位置 を , 震央 IT の 附近 で 探し 求め た 。 それ に は ア 。 の 
直線 に 北 較 的 よく 適合 する 貼 (2 秒 以内 の 誤差 で 一 致す る 甘 ) 24 個 を 用 い , 最小 自 乗法 に よ 
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東 細 196'14.1, 北 科 39367 ロ っ _(g 
を 得 で 。 これ を 有 震 央 と し て 控 用 し た 。 「 | 5 は 
。 臣 の 庄内 に 差 いて 香 た 二 時 旧 は 第 2 国 に 示さ れ て いる . の 波 に に つい で は PP も 
の 五 直線 を 得 それ か ら 求 め ら れ た 速度 は 夫々 7.45,7.18,6.34,5.44, 5. 22 km/s で : 
8 波 に つい て は SS, が 得 られ 。 環 度 は 内 々 4.86,4.128.80 km/s と 求め られ た ・ 
K 思わ れる 若 は 必 5 その 凌 度 は 約 92.5 km/s の 様 で ある ・ ジワ 守 
上 ここ に 人 た 各種 の 湾 の 解 入線 か ら 推定 きれ る 地 半 和布 か ら 居 た 邊 
、 呈 和 に に 開 し て | は 玉 の 泊 和 1 譲る. 「 | 


に 
/ どく 5: 


| 政 物 の 根 優 か. ら 見 た 地震 動 の 性 質 に OSSZ | 


地震 研究 所 人 金 井 清 


(昭和 24 年 6 月 15 日 受理) 


引当 3 まこ 各 が き 


激 固 地 に おけ る 地震 動 の 性 質 の 究明 は , 俊 審 至 集 上 か ら 原 世 し 鐵 けり られ て き て いる と ころ 
で ある が , 地 震 氷 の 立場 か ら も 相 営 に 興味 深く 意義 も 赤 少 く な いら と が ら で あ る 。 し か る に 。 
激震 地 に も ける 油 足 な 地震 観測 記 銚 は 。 これ まで 得 ち れ た も の は 極め て 少く , 近い 舟 夫 に も 
容易 に 得 られ そう に も な いし , 般 來 抽 測 細 が で きた と し て も ,。 それ は 特定 の 場所 に つい て で 
あろ うか ら , 激震 地 に お ける 地震 動 の 攻 質 を 推定 する や り 方 を 考え て ゆく こと は , あく まで 
その 意味 を 失 は な いで あろ う . こ ヽ で は , 主として 建物 の 振動 性 能 の 面 か ら 震 審 を 解析 し 
地震 動 の 性 綿 に まで さか の ぼ つ て 考え て みよ うと いう 課 で ある 


"2. 地震 動 の 周期 の 問題 


(1i) 東南 海 地震 で , 濱 松 市 郊外 の 中 島 飛 行 機 天龍 工場 は 同 條 件 の 敷 棟 で あつ た が , その 


- 中 で 1 隅 に ベニ ヤ 板 で 仕切 つた 事務 室 の ある 1 棟 だ けが 助かり , 他 の 棟 は 全部 ペン シャン ュ に 
潰れ た . この 事 宮 は 共振 の 考え 方 の 外 に は 説明 の し よう が な い 。 営 時 , 建物 が 倒れ る まで の 


汰 態 を じ つ と 眺め て いた 工場 の 人 の 話 は , 振動 豪 上 で 模型 を 共振 移 態 と , 共振 の すぐ 近く と 


で 振動 きせ た 有 様 に そつ くり で , 倒れ な か つた 建物 は 後者 に 司 し 明か に 吟 り 振動 の 有 様 あ 示 


し た . 倒れ な か つた 建物 の 固有 周期 が 約 0.6 秒 で あつ た か ら , 地 動 は 0.6 秒 位 の 周期 で か 


な サザ 績 いた と 考え ん られる. 5 


せ ) 喘 井 地震 で , 路 井 詳 芦 原町 は 全 沖 卒 74% で あつ た が , 被害 は 1 階 建 >2 階 建 > 3 階 
建 の 順序 と な り , 2 階 建 敷 棟 に つい て 振動 義 験 を 行 つた 結果 と 被害 程度 を に ら み 合せ て , 固 
有 周 期 0.2 こ 0*3 秒 の 建物 の 方 が 0.4 一 0.6 秒 の 建物 より も 大 き な 力 を 受け て いた こと が わ 


か っ た ・ 建物 の 固有 周期 は 振動 振 柚 が 大 きく な る と 夫 す 性 質 が ある こと を 考慮 に 入れ る と , 


この 町 で 建物 破壊 に 影 補 を 及ぼ し た 地震 動 は 0.8 一 0.4 秒 位 の 周期 の も ゃ の で あつ た と 基 え ら 
れる ・ 激 詩 地 の 家屋 破 壌 似 態 を 見 て , 上 下 動 で 破 譲 し た も の が 相 営 に ある と 刊 断 し た 人 も あ 
つた が , よく 調べ て 見 る と , 架 材 の 結合 が 時 に 柚 仁 口 の 上 に , 上 吉 の な いも の が 多い の で 
守屋 の 回 上 周期 に 比べ て 短い 周期 の 水 笠 動 を 受け る と 足 を 挑 わ れ て 小屋 組 が 紀 下 に 落ち 。 ぎ 


2 だ と 、 こ ろ で は 上 か ら 屋 し つぶ され た 汐 態 の も の が あつ た で あ ろく (原子 爆弾 の 燥 央 


附近 の 家屋 倒 潰 汰 態 と は まき る で 違 つ て いた ) これ ら の 事 害 か ら 推 定 さ れる 地震 動 の 周期 0 
ー?.4 秒 は 現地 の 人 ぇ に つい て 家 の 卑 れ 方 を 甘い て 廻る と いう 原始 的 方 法 で 行 つた 周期 調査 


デ 


例 。 俳 人 の 9 (45) 


の 仙 と 時 ネー 表す る の 


Gi) 1 階 電 で 小屋 組 。 維 衝 材 の 知人 が 完全 に 剛 な 場合 に つい で , 往 の 最大 屈曲 モー メ 
ント と 屋根 に お ける 加速 度 と の 比 を 雷 理 的 に 求め て 第 
1 賠 に 示す ら . こ . の 個 で 婦 , p,o,7,7 は 内 々 在 の ヤン 
グ 楽 , 密度 断面 筑 , 断 画 の 慣 仁 モー メン ト , 高き で 
は 屋根 小屋 組 の 重量 , の =2 5 7 は 振動 周期 で あ 
る 第 1 賠 か ら 地震 動 の 周期 が 短い 程 , 柱 が 折れ な い 


惣 の 継 架 材 の 重量 に 比較 し て 屋根 部 分 の 重野 が 大 きい 
程 , 屋根 史 が 壊れ ん な いう ち に 柱 が 損傷 する 可能 性 が 多 
IA 爺 ち , 土蔵 の よう な も の は 屋根 瓦 の 
損傷 が 多い こと に な り , 嫁 瓦 造 な どの 設計 施工 で 笑 田 


第 1 賠 在 の 最大 避 曲 モー メン 
ト と 屋根 に お ける 加速 度 と の 贅 部 を 特に 注意 し て いる の は , 主 と し て 地震 の 綴 験 か ら 


_ 来 た も の で ある が , この 理論 と よく 合う ちゃ の で ある . 連 際 の 震 害 記 多 に と の 性 質 が あら われ 
た 例 は 定 に 多い 。 月 後 地震 の 激 宏 地 で 屋根 の 破壊 が 多く で 販 常 の 被害 汰 況 と 異 る と と が 事 更 
指摘 され て いる ? が , 激震 地 が 花 周 岩 や 洪 枝 証 上 の 堅い 地盤 で 震動 周期 が 短 か か つた も の 


で あろ う ・ 一 般 に 局部 地震 の 後 害 地 域 で は 屋根 瓦 の 破壊 が 目立つ が , 外側 地震 策 に 属す る 大 、 


地震 で は 鱗 り 目 た な いと いう 多く の 過去 の 斉 料 は 震動 周期 の 相違 を 示す も の で あろ う ・ 大 


下 11 年 道民 で 横山 下町 で は 木造 陸 旬 21 株 。 2 計 8 本科 塞 が な く 。 
陳 五 その 他 類 似 の 建物 で は 2 階 建 187 柄 の うち 12%, 1 階 建 .82 梗 の うち 16% の 援 填 


が あり , 岡 な 建物 程 第 害 が 多 か つ た . 東京 構 注 の 下町 の 被害 全般 に 見 られ た 類似 の 傾向 と , 
屋根 瓦 の 破 摂 , 特に 土 滅 の 屋根 瓦 の 破損 が 多 か つ た 事 連 と は , 戦 朋 地 毅 上 で も 短 周期 の 地震 
動 が 優越 し た こと を 示す も の で あろ う . 
3. 建物 の 倒壊 傾斜 方 向 の 問題 

昭和 16 年 長野 地震 の 家屋 倒壊 。 傾 衝 方 向 は 住家 の 50% 以上 が 職 度 の 小さ い 表 方 向 と な 
つた ・ 表 亡 向 以外 は 各部 落 手 に 一 定 の 方 向 を と り , 構造 上 の 方 向 性 の 少 ひ 寺 納屋 の 個 大 
傾 縦 の 方 向 と 一 致し て 震央 の 方 向 と な り , 見 掛 上 は 街 雌性 押し 小 で 一 移 に 家屋 が 個 表 傾 終 


た こと に な つた 5。 し か し , 最近 の いろ ん な 振動 験 の 結果 か ら , 最初 の 箇 机 で 開 を 受け 
た も の は 振動 0 り 返 し た 後 に 物 動 の 逆 訪 向 1 の 則 震 し , 最初 の 衝 遇 で 底 を 受け な か つ 


1)。 金井 清 , 計っ 鈴木 富 三 郎 , 刻 井 地 震 調査 速報 (日 本 術 和食 議 ), p. 110. 
2) 人 金 非 清 , 震 研 雷 報 , XXV (1947), p. 61. 

3) 谷口 思 。 震 研 舞 報 , II (1927), p. 144. 

4) 震 災 張 防 調査 會 報 告 , 99 (1925), p.p. 22 一 44. 


に 屋根 瓦 が 加速 度 で 償 が され る 可能 性 が 多く , 建 


\ 
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10(46) . - 建物 の 提 傷 か ら 見 た 地震 動 の 企 質 に つい て 。 2 


た ふも の は 。 地震 動 の 方 向 に 無 開 係 に , 家屋 自身 の 障 度 の 朋 い 方 向 に 振動 を 繰り 返し て 損傷 し 
た と 考え た 方 が よさ そう で ある ・ こ の 説明 の 営 椅 は , 衝 来 その 著 で 調査 すれ は , か な り は つ 
きり し た 訟 搬 が 握 め る こと と 思う ・. 

4・ 建物 の 傷 位置 の 問題 

地震 の 時 に 構 和 物 の 振 生乳 が 任 波 と し て 差 胡 か ら 地 中 に 換 散 する と いう 考え 方 か ら 


ダレン ィ 


の 4 


の 2 


の の 79 な 2 の - 
の 、 79 2 の 2 集 3 賠 建物 , 土地 の 剛性 比 と 建物 ' 
第 2 賠 鞍 物 , 土地 の 剛性 比 と が 最大 鷹 力 を 受け る 高き と | 
建物 振 騙 と の 陸 人 の 開 係 | 


細 獲 し た 敷 理 的 研究 は 種 え の 場合 に つい て 錠 に 角 胡 し た が の , 散 値 計算 が 非常 に 榎 北 な た め 
た, その 結果 を 直ちに 宣 際 問題 に 利用 し うる と ころ まで や れ な か つた ・. 最近 この 問題 の 中 で 


_ 比較 的 に 表 値 計算 の や さき し い 問 題 の , 横 波 が 負 直 下 か ら 進 行 し て きた 場合 の 構造 物 の 箇 断 振 


動 問題 に つい て , 土地 と 構造 物 の 常 散 と 構造 物 の 振動 性能 と の 開 係 を 求め た ・ 土地 と 構造 
物 の 審 度 比 を 1 に し た 場合 の 計算 例 を 第 2,3 賠 に 示す . 盛 ,7 は 棒 汐 器 の 條 径 と 高き , @, 連 
は 棒 汰 器 と 王 地 の 剛性 を 示す ・ 第 2 圏 の 継 軸 は 棒 対 器 の 先端 の 振幅 と 地震 入射 波 の 振幅 と の 
比 で あり , 第 3 園 の 縦 軸 は 最大 際 カ に な る 個所 の 高 さ と 全高 の 比 で ある . 第 2,8 園 は 内 え , 
同種 類 の 建物 で あれ ば 地 毅 が 軟弱 な 程 損傷 が 少 い で あろ うこ と 及び 損傷 個所 が 高い 位置 に 上 
る で あろ うこ と を 示し , 前 者 は 開 東 地震 の 東京 市 の 土蔵 の 被 守 に つい て , 後者 は ビル ディ ン 
グ の 損傷 階 が 一 定 で な か つた 事 乾 に つい て の 夫々 ー つ の 訟 明 に 使え る . 同様 の 計算 を 屈曲 振 
_ 動 に つい て 只今 行 つ て いる が , これ は 混 突 の 援 害 個所 か ら 地 震動 の 性 質 を 推定 する の に 相 党 
役に立つ だ ろう と 思う . 
5. 建物 の 不同 沈下 の 問題 

明治 以 炒 の 岩 害 調査 記事 か ら , 破 堪 原因 が 振動 撃 的 に 容易 に 説明 で きる 記事 と , そう で な 
い 記 事 と に 分 け , 別に 地 を 硬軟 の 2 種類 に 分 け て 上 昆 る と , 振動 明 的 に 容易 に 説明 で きる 和 被 
害 は 硬 地 に , そう で な い 和 被害 は 軟 地 に と 夫 ぇ よい 翌 鹿 を 示し た . し か も , 後者 の 原因 の 大 部 


5) 人 金 非 済 , 舌 研 薬 報 XIX (1941)。p. 647. 
6) 未 疲 表 ・ 
7) 狐 澤 克 惨 , 金井 済 。 震 研 夢 報 , XIV (1936), p. 164. 


2 間 さ こ ' 11 (47) 


分 が 不同 沈下 で ある こと が , 不同 沈下 の 交 宇 或 は その 他 の 記 未 か ら の 推 侍 で わか つた 。 女 
この 理 か ら , 硬 地 で は 全 沖 が , 軟 地 で は 和 件 浪 が 比較 的 に 多い 事 費 が 見 られ た め . と の 事 客 


は , 便 地 で は 建物 は 振動 的 原因 で 破壊 する か ら , 中 途 條 端 な 破 壌 汰 態 で 止 る こと が 少く , 理 


|。 地 で は 不同 沈下 の よう な 地震 動 の 二 玉 的 原因 に よる 場合 が 多い か ら , 一 部 分 の 破壊 だ け で す 


お 可能 性 が 多い と いう こと で 一 鷹 説明 され る ・ 不同 沈下 の 特に 題 善 な 例 と し て は , 昭和 18 年 
9 月 4 日 鳥取 地震 の 第 害 地域 は 砂 太 上 で , 被害 家屋 は 全部 柱 の 何 本 か が 沈下 し て ぉ り , 10 
cn 以上 の 洗 下 も 少く な か つた め . 記 井 地震 の 北 潟 湖畔 の 家屋 は 全滅 に 近い 邊 害 を 受け た 部 


落 が 多 か つ た が , 1m 以上 の 沈下 し た も の も 少く な く , すべ て の 家屋 が 多かれ 少 か れ 沈下 し 
て いた ! ゆ 。 要する に , 以上 の こと か ら 砂 地 二 立地 温 地 な ど で は 地震 動 の 一 次 的 原 因 に よる 鶴 
屋 破 填 が 概 め て 多い こと が , か な り は つき り し た わけ で , 統計 的 に 家屋 被害 か ら 地 震動 の 任 
、 質 を 議論 し よう と する と き に は 特に 注意 を 要する と ころ で あろ う 。 8 


6. 建物 振動 の 過渡 現象 の 問題 
突然 に 振動 が 起き た 場合 の 1 階 如 構 模型 の 振動 定 験 結果 に よる と >, 家屋 損傷 は 地震 動 


が 相 堂 同 敷 績 か な けれ ば 起 ら な いで あろ うこ と が 想 作 され る ・ 沖積 礎 上 が 岩 毅 上 より も 建物 


邊 審 が 大 きい 原因 は , いろ いろ 考え られ る が その 内 の 一 つと し て , 沖積 計上 で は 岩盤 上 に 比 
べ て 条 動 が 比較 的 に 規則 正しい 性 質 で あろ うと いう こと も 考え られ る ・ 「 
建物 は 規則 正しい 地震 動 を 委 回 連 組 し て 受け れ ば , 地震 動 周期 が 建物 の 固有 周期 と 一 致し な 
い 場 合 で も , 同じ の 表 力 を 受け た 場合 の 何 谷 か の 振 戒 は 屈曲 そ モーメント に 容易 に な る . 
し か る に , 建築 工 苑 で 震度 (地震動 加 速度 / 重 力 加速 度 ) 0.1 と か 0.2 と か の 醒 力 が 働い た 
も の と し て 設計 し て 満足 な 施工 の 行わ れ た 建物 は , 地震 動 加 速度 が 200600 ガル と され て 
いる と き で さき えも 安全 に 残 つ て いる . この 事 四 は 設計 上 の 安全 座 だ け で は 解 租 し 切れ な いも 
の で , 玖 ら く 他 の 方 面 か らき め た 地震 動 の 加速 度 は 建物 の 震 害 に 影響 を 及ぼ す 繰り 返し 震動 
の 加速 度 よ まり も か な り 大 きい 値 と し で 義 わ れ て いる も の で あろ う ・ 
の す び 

以上 , 建物 振動 の 理論 と 深 結果 を 利用 し て 建物 彼 害 か ら 激 震 地 の 地震 動 の 性 質 を 推定 す 


る 二 , 三 の 試み を 行 つ っ たつ もり で ある が , 考え 直し て みる と , 話 全 骸 が 雲 を 掴 ゆ よう だ し 多 


建物 が 壌 れる の 多 待ち か まえ て いる よう で 気 が ひ け な い で も な い . し か し , 一 方 で 大 地震 の 
状 測 設備 の 完備 を 急ぎ , 他方 で 耐震 建築 の 完成 に 努力 する と し て も , 表 信 な が ら 営 分 の 聞 は 
肖 泰 の 概 め て 悪い 只今 の よう な 試み も な お 捨て 切れ な い の か も 知れ な い ・ 


8) 人 金井 清 , 謀 研 細 報 , XXV (1947), p. 63, Fig. 2 
10) 前 出 1. 
11) 前 出 8),p. 61. 


。 地 頑 の 硬度 と 
北 澤 * 素 郎 
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(昭和 24 年 7 月 14 日 受理 


犬 正三 年 の 圭 災 で も 地 騰 で 6。 池 伺 古 の 所 は 彼 村 が 大 いと 寺 は れ 。 地 角 の 和 険 が 
扱 害 と 開 係 ある こと が 報告 され て 居る ・ 然し 地 盤 の 便 光 の 度合 を 蜂 量 的 に に 表し て , それ と 彼 
害 と の 開 係 を 知り 度 い と 思う 
人 HE | 一生 の 当 了 院 で 。 人 野外 が 人 人 計 華 の 基部 分 を 企業 そら れ 。 その 一 つ 
ーー と し て , 東京 下町 の 焼失 地 工 全 部 に 小 づ て , 500 個所 の 試 氏 を 費 施 せら れ た . その 中 80 鑑 
6 に て は 世 り 下げ る 際 , 氏 の 上 下す る 度 敷 を 記 銘 し 。 各地 質 の 硬軟 の 度合 を 敷 量 的 に 知り 得 

可 き 褒 料 が 得 ら れ た ・ 

下町 の 地 は 上 に 沖 横 暦 だが あり, 下 に 第 三 紀 大 だ が ある ・ 画 居 と も 地質 の 種類 は 下 表 の 通 で 

あつ て , 沖 柄 古 の 最上 部 は 表土 (盛土 ) で ある. これ 等 の 地質 が 種 居 序 を な し て , 地盤 の 

上 請 部 を 形成 し て 居る . 沖積 居 の 厚 さ は 元 の 本 所 , 深川 の 地 華 , 浅草 の 北部 が 80 米内 狂 , 
- の 内 の 一 部 が 20 米内 外 で ある . 試 佐 の 深き は 約 40 米 で ある が , 土 記 の 80 個所 の 試 修 の 
地質 の 層 敷 は , 1,.564 で あつ て , 根 等 な 敷 に 上 る . 私 は これ を 詳し く 分類 考 究 り し て , 各地 質 
ee の 下落 を 介 た ・1 欠き 下げ る 度数 を 4 と し 。 表 を 羽 移 し た 。 


地 
/ 拓 エ 請 | *| 活 土 和泊 PE ae 砂 に ョ 大 
名 科大 | 2.5| 1r5| go| ss | 10 15 
第 三 和 大 | 一 40 | 6.0 ] 6.5 に 10 10 15 


る ・ 建築 の 基礎 杭 の 先端 の 耐力 を 算定 する 始 料 と し て 好 郡 合 な の で , 私 は 杭 の 研究 に 用 いた や , 
_ さき て, 一 試 外 の 深き を 40 米 , その 各地 質 暦 の 厚 さ も ヵ と すれ ば , 88S!84 は その 場所 を 
40 米 堀 り 下げ る に 要 し た 雛 の 上 下 同 敷 で ある. 此 の 同 敷 は 新 の 如き 掘り 方 で の , その 場所 
II 
, 私 に は 未知 の 事柄 で あり , 或 る 試 氏 の 94 と その 附近 の 木造 建物 の 狭 圭 と を 賑 合 し 
蘭 veruie pie 
、 鈴 し 朋 合 し て 見 て , 何 か 開 係 が ある 様 な 結果 を 得 た と すれ ば , その 開 係 か ら 更に 推理 し て 
何 物 か が 得 ら れる か も 知れ な い . 私 の 思索 は 左 様 な ※ 各 中 を 辿 つ た の で ある 。 
で れ で 大 由 一 の 池 和 物 の 人 中 500 米 外地 還 の 人 と 比較 し て 上 た 。 比 
財 の 便 定 上 ェ ー そ > と し た ・ 試 臣 は 500 米 角 内 に 1 乃至 8 個所 ある . 


IE 


EE- 婦 ュー WT9C69) 


の ツモ (1), 被害 は 焼失 直後 に 調 


。 査 し た も の で ある こと (2), 算出 を 簡 血 に する た め , 同 臣 内 で は 充 存 重 数 の 鶴 度 を 同一 と 


陸 2 (4), 元 の 日 本 橋 と 京橋 臣 
造 が 良好 と 思わ れる の で 大 破損 まで を 全 浪 と 見 た こと 等 の 事 が ある の で , その 脱 潤 党 な 


We こと は 殖 ど 不可 能 と 思わ れる ., 3 


29[ 2 音 GR+49) 


『 の 算定 に 地盤 の 深き を 何 米 ま で 探る の が 良い か 問題 で も る が , 80 米 の も の と 40 米 の も 
を 算 還 し て 見 た , その 結果 は 略 示 の 通 で ある . また 地 毅 の 硬軟 度 が 地表 に 影響 する 度合 は 深 
き を 増す に 従い 。 て い 減 す る か と 考え , 80 米 の 内 1530 洲 ま で 9 を て い 減 し て 見 た が 。 
映 が 散る , 沖積 暦 の 深 さ と 全 漬 座 と 比較 し て も 中 は 散 つ て 開 係 は 玉 い 様 に 思わ れ た ・ 

1 圏 で 全 潰 率 40% 内 外 の も の は 本 所 の 三 地 屋 で r が 小さ い 。 地 質 半 を 調べ る と 表土 の 下 
に 3 米 程 の 秒 望 が ある . 砂 居 上 は 被害 大 な り と 以前 か ら 報 告 が ある . そこ で 試 に 砂 大 1.5 
だ け 2 を 2.5 に し て 見 る と 直線 に 近く な る . 砂 の 2 を 10 か ら 2.5 に か える こと は 上 部 
の 砂 居 は 地震 波 を ダン プ す る より も , 振動 の た め 負 れ て 彼 害 を 大 くす る と 広 ふ 考え 方 で あ 
る ・ 投 に 更に 邦 究 の 端緒 が 有る の で は な か ろう か ・ 

利 田 利 保 町 附近 王 地 工 は 本 江 率 17%, 2822 で 直線 か ら 距 て いる 上 忠 の 所 は 第 三 紀 居 が 
谷 開 を 形成 し て いる の で , 邊 潰 率 の 高い こと は 地震 波 の 複 林 な 動き が 考え られる. 従 つて 叱 
の 様 な 地層 で は r の み の 比 較 は 不 充分 で あり , 別 な 表示 方 を 求め なく て は な る まい < 

砂 と 砂 際 の 9 は 10, 15 で ある が , 桃 の 太 算定 に 。 工 了 的 に 定め た の で その 供 の 数 を 
控 用 し た が 砂 , 砂辺 の 》 を 大 きく 探る と と は 地 居 の 硬 き を 大 きく 考え みこ と で , r は 小さ < 
な り , 砂 , 砂 礎 暦 は 地震 濾 を ダン プ す る と 考え れ ば そこ の 守 害 は 小 と な る の で , 結果 か ら 見 
て 誤 は 少な か ろう と 基 え た の で あつ て , 碁 だ 粗 茜 な 仕方 で ある ・ 砂 砂 隊 慎 の 波 を ダン プ す 
を 度合 が 敷 量 的 に 求め 得 ら れ て , それから 9 の 値 を 球 理 し 得 れ は 好都合 と 攻 え る ・ 
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1) 北澤 系 郎 。 東京 下町 に 於 ける 入 打 地形 の 研 符 。 旭 築 維 誌 昭和 7 年 8 月 1 


_2) 北澤 一 郎 。 木造 被 害 報 告 。 岩 災 張 防 調査 含 報告 , 第 100 競 , 本 . 


男 席 地 震 に 人 地 鐘 動 に つい て 


名 古屋 大 胸 理 競 部 物 環 學 数 室 佐 野 淡 し 
(昭和 24 年 7 月 15 日 受理 ) 


1. 1989 年 5 月 1 日 の 男鹿 地震 に 件 う 地 帝 織 動 に つい て は 今村 博士 5 の 御 研究 が ある が , 
ここ で は 三角 測量 の 結果 を 坪井 攻 授 2 の 方 法 に よ つ て strain analysies を し た 結果 に つい て 
報 結 する . 


_ まず 武藤 博士 め が 開 東 地方 の 三角 測量 の 結果 を 吟味 され た よ うに し て , 沈 量 の 際 不 動 と 優 
定 さ れ た 治 に 誤差 が ある か 芝 か を 松 対 し た が , そう いう も の は み ら れ な か つた . strain 


analysis は 一 湯 2km の 網目 に よ つ て 行い , その 結果 を Fig. 2-Fig.5 に 示し た . Fig. 2 
に 示し た Degree of Distupbance 玉 は , 地殻 を 等 方 弾性 器 と し て 水 王 細 動 だ け を 考え を た 
と き の 財 位 醒 積 あたり の 歪 エ ネル ギー, 
アーー テ (2 が TS*) スー 

で ある . ここ と で は Dilatation、S。 は Maxinmnum Shear で ある 。3* 

2。 この 結果 を みる と , 生島 中 央 部 で 歪 も も ゃ 大 きい が , この 地震 の 調査 報告 うに よる と 
最初 の 地震 が 起 つて か ら 約 1 分 生後 に 邊 島 中 央 部 で 前 と 同じ 倍 の 現 模 の 地震 が 起 つた が , 地 
震 記 象 で は 前 の 地震 の 波 に 妨げ らち れ て 何 も わ か ら な か つた と ある か ら , 第 二 の 地震 に よる 地 
、 帝 擬 動 が あら われ て いる の で あろ う ・ 第 一 の 地震 に よる 地表 遂 動 が 第 二 の 地震 の 震央 附近 で 
、 ホ き か つた と すれ ば (そう 断言 する に は 二 つの 震央 の 距離 は 近 す ぎる よ う で ある が ), 年 島 
- 中 部 の 歪 や P の 分 布 は ほとん ど 第 二 の 地震 に よる も の で ある と み ら れ る . そう する と , こ 


の 王 や P の 分 布 の 形式 は 表 助 数 投 5 の 調査 され た 三宅 島 の 噴火 の 場合 に 似 て お り 」 垂直 尊 


動 の 形式 も それ と 一 致し て いる . さら に THgr6 に 示す よう に 。 者 る し い 沈下 の あっ た 地 才 
の 水 宇 移動 量 と 垂直 移動 量 と は 比例 し て いる ・ 

な お 全島 全 懇 と し て の 隆起 は ょ は じ め の 地震 に よる も の で あろ うし , 島 成 分 の 分 布 に も 年 島 
北 央 に は 第 一 恩 に よる と 考え た られ る も の が み ら れ る . また 宮部 教授 2 の 方 法 に よ つ て 地 玩 蓮 
動 を 調べ て みた が , 明瞭 な 地 塊 運 動 は みとめ られ な か つた . 

私 り に 種々 御 指導 を 賜 つ た 官 部 先生 に 厚く 御陵 申 上 げ ま す . 
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地殻 帝 動 特に 三 : 


地 理 
0 1. 緒 言 県 近 敷 ヶ年 の 間 
0 
_ 浦 柏島 が 殆 ん 


0.67 程度 の 北 動 で も つた. 


上 
に 


田 


(昭和 24 年 4 月 8 日 受理 ) 


に 三浦 年 島 油 境 に 
りう B.M.J』 836.1 (藤澤 市 ) と 光 直 間 の 一 等 
線 的 に 南下 り の 甘 し い 傾 首 鍵 動 ぁ 未 し て いる 事 に な り , 昭和 *19 年 に 替 し 
此 の 程度 の 大 きい 差 動 は 少く と も 包 去 9 同 の 観測 中 , 開 東 地震 の 
際 以 外 に は 全く 見 ち れ な いも の と し て 注目 され る ・ 同 宇島 の 地表 縮 動 に 旋 い て は 上 に 電 電電 


に 於 いて 潤 位 異常 が 著 し 


道 


し く 其 の 乱 


5 生島 の 舞 動 特性 人 ⑲1W 


美 


に 本 所 に 於 い 
“水準 測量 を 行 つた 。 結果 は 三 


ーー ニーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


3 高橋 > 宮部 , 武藤 諸 博 士 に 使 る 研究 報告 が ある が , 筆者 は 綻 來 所 の 諸 結 果 を 通じ 年 島 の 
5 の まっ: 
0 北 動 の 一 般 的 傾斜 閥 動 の 総 年 壮 化 と , 之 に 重 墨 する 二 欧 的 閣 動 の 特性 に つい て , 絶 り た 二 
_ の 各 潮 位 次 動 と 比較 し て 一 般 的 傾 放 龍 動 の 特質 と, 其 の 北 動 の 領域 を 推定 し た ・ 
2. 交 料 三浦 定 島 の 傾斜 貫 勤 を 生島 を 内 に 含む 魔 い 地域 の 遂 動 か ら 取 り 軸 す 乱 に 過去 9 
Table. 1 
角 1925 1927 | 1980 1934 | 1937 1939 | -1944 | 1947 
2 | 大正 14 年 | 申 和 2 年 | 昭和 5 年 | 昭和 9 年 | 昭和 12 年 | 昭和 14 年 | 昭和 19 年 | 昭和 22 年 
48,2193 | 48,2193 | 48,2193 | 48,2193 | 48,2193 | (2 5。9711 | 5,9711 
6,0880 | 6,0339 | 6,0301 | 6,0226| 6.0301| 6,0306| 6,0226| 6,0763 
7,5958 | -7,5965 | 7,5885 | 7,5885 | 7.8965| 7.8942| 7,8884| 7,8861 
15,8177 | 15,3177 | 15,3094 | 15,3072 | 15,3142 | 15,3172 | 15,3137 | 15,3c47 
10,1598 | 10,1598 | 10,1591 | 10,1525-] 10,1635 [| 10,1678 | 10,1605 | 10,1586 
11,7344 | 11,7381 | 11,7291 | 11,7199 | 11.7340 | 11.7378 | 11,7285 | 11.7238 
5,7566 | 5,7579 | 5,7507 | 5,7417 | 5,7567| 5,7574| 5,7431| 5,7428 
5,1788 | 5,1786 | 5,1702 | 5,1586 | 5,1758| 5,1756| 5,1651| 5,1552 
7319 | 47822| 472356| 47105| 47275| 47249| 4.7145| 46960 
3.7474 | 3.7532 | 4.6705| 4.6565 | 46719| 46680| 46608| 4.6442 . 
12,3853 | ,3893 | 12,3850 | 12,3696 | 12.3917 | 12.3900 | 12,3883 | 12,3688 
12,3303 | 12,3425 | 12,3890 | 12,3262 | 12,3477 | 12.3426 | 12,3487 | 12,3254 
10,5793 | 10,5889 | 19,5868 | 10,5718 | 10,5939 | 10.5870 | 10,5909 | 10,5617 
29405 | 2.9529| 2.9476| 2.9862| 2.9561| gga84| 6,0866| 6e,o500. 
6,0329 | 6,0488 | 6,0436 | 6,0327 | 6,0552 | 6,.0540| 6,0480| 6,0o1s 
2.6195 | 2.6415 | 26395| 2.6290| 2.6541| 6520| 2.6463| 3.6065 
65,4257 | 65,4480 | 65,4492 | 65,4368 | 65,4646! 65,4642 | 65,4598 | 77,1366 
70,8163 | 70,8368 | 70,8419 | 70,825Z | 70,8589 ) 70,8554 | 70,8524 | 70。7977 
SS ーー | 16,8493 | 16,8383 | 16,8670 | 16,8637 | 16,8625 | 16,80 
2 8658 | 4.8868| 4.8912| 48747| 4.9086| 49048| 4,9036| 4,8456 
fix 8.2455 32692 | = 352789.NIー 3,2912 1 “3.2872 | 3,2860 | 3.2320 
ア 了 
ぎ 9 
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同 の 湖 量 結果 を すべ て 』 86.1 不動 と し て 計 
算 す る 事 に し て 近似 的 に 目的 を 閑 し 得る も の と 
考え る . 表 1 は 様 に し て 求め た 各 水 準 馬 引 高 
値 で あり , Fig.1 は 年 島 の 概略 園 で ある ・ 
9. 一 般 的 傾 衝 其 動 に つい て 

Fig. 2 は 表 1 か ら 求 め た 動 量 の 経年 的 果 
積 和 で 大 正 14 年 を 基準 に し て ある ・ 中 謀 に xx 
軸 と し て ] 86.1 を 原 由 と し 拓 の 方 向 は 宮部 博 
二 》 の 方 法 に 依 つ て 求め た 下 均 虹 大 傾 衝 方 向 , 
印 Fig. 1 中 の 年 島内 の 三國 域 で 140*。170*, 
190* を 得 た の で 平均 170* の 方 向 を 以 て し た 。 

この 様 に し て 得 ら れ た 幾 動 あ 44(?, り と する <. 
44(④⑫ の は 氏 の ま ふ で は 可 成 り 複 訂 で 一 見 局 地 


Eig.1 Miura Promontory and 


levellings route. 的 な 一 次 的 括 動 が 見 られ る の で み を 除く 尽 に x 
方 向 に 笠 し 5 つ 宛 の 移動 宇 均 ( 約 10 km の 幅 で ) を 行 つ た も の を 47。(⑯ の と し Fig.8 に 
彫 示 する ・ の 

Fig. 9 は 後 逃す る 様 に 近似 的 に 條 島 の 一 般 的 傾 妊 獲 動 の 経年 絆 化 と 考え を られ る が , Fig. 
3 から 考 えら れる 経年 角 化 は 欠 4(@9 0 ' 

り 簡 畠 な ちの で は 無く , 例え 
ば 室戸 岬 紀伊 生島 の 様 な 地域 sc 


で 考え られ る 様 な 一 方 的 な 導 動 ss 
を 示し て 居 な いと 革 う 事 は 注目 

され 様 . 然し 何 且 , 今 同 の 著 し ss 
い 南 下り の 半 動 は 年 島 全 般 に 評 55%2 
り , 量 的 に も 他 の 期間 の 観測 に ss 
は 見 営 ら な い 程 で ある ・ 唯 今 同 53ee 
の 異常 獲 動 の 行わ れ た 期間 中 に の} 
東南 海 大 地震 が 存在 し て 居 た 事 
cpmas 抽 で あろ ご ト つよ) 
う . 基 の 原因 が 何れ に し ろ 一 般  c 

的 傾 衝 養 動 の 場 と し て は 更に 年 3 
島 を 内 に 含む 廣 地域 の 差 動 を 考 Fig. 2 
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18 (53) - 地殻 導 動 特に 三浦 全島 の 毅 動 特 斑 (第 1 末 ) 
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6 1 せ 7 ググ 15/ 
・ =】 P - る < し 】 8 // 
4 


える 必要 が あろ う . 
4。 二 菊 的 傾斜 絡 重 ' 
一 志 上 逃 の 4《⑯ の に は 可 成り 複雑 な 高 の 北 動 が 見 られ る が , 62 の の の ご 時 生 量 


Mrs) で 。 


abe: 
# MI L ON 軸 て 9 『 
に の 4 1 


匠 NNSNS で ミニ ーー 19 655) 


CE テ eK 


に 町 し て , 一 次 的 負 動 量 24- 25。 が 如何 な る 特性 を 示す か は 上 逃 の 角 動 の 異常 攻 を 中 味 す 


る - 上 に 重要 な 事 と 思わ れる 。 
4 一 2%。 は 後 逃 する 様 に 件 島内 の 小 地域 の 北 動 を 近似 的 に 示す も の と 思え る が , Fig。 4 
に 示す 通り 甚だ 興味 ある 獲 動 を 示す 事 が 分 る 即ち, 放 線 で 示す 部 分 を 隆起 地域 と する と 交 


。 の 甘 し い 二 つの 事 冥 が 指摘 きれる. 


第 1 に 南北 の z 方 向 に 明瞭 な 下 均 7knn 程度 の 週 期 を も つ 波 汰 比 動 が 現れ , 兵 の Node 
に 相 営 する 部 分 が 経年 的 に ほ ゞ 一 定 の 地 に 存在 する 事 宴 . 第 2 に , 一 次 量 44。 の 動 の 


方 向 (隆起 , 沈 下 ) に 一 見 無 開 係 に 波 の 所 調 振 幅 が 年 え 増加 し て 行く 様 に 見 える 事 害 で ある 。 


今 簡 押 に , 14 4。|= 十 86 を は 年 晶 位 , と 恨 定 し 各 波 に つい て 2 を 求め る と 北 か ら 
融 に , 


| 財 了 
テー0.18 mm/year 


= デー0.26 72 
5 ニキ り . 54 作 + の 79 ン w 8 
。ー 十 0、 40 5 2 
ま 。 ダ < + の 4 の 
ミー 9 
2 だき 1 あ 2 2 


is に ン 8 人 委 ロ = 
の 〆 の 欄 準 誠 Fig. 5 The secular variations of the amplitudes 
ブイ 2 は 土 0.1 mm 程度 で ある of the second term : | ルー グル | 


の で , 年 々 見 掛け の 振幅 増加 は か な り 確 か らち しい. Fig. 5 に 其 の 増加 の 有 様 を 園 示 する ・ 
唯 以 上 の 解析 で 注意 す ベ き は 44。 の 移動 年 均 に よ つ て 見 掛け の 週 期 が 現れ る 危険 が ある 
が , 求め た 2%。 は 各 方 向 に 持 し ほ ゞ 直線 的 織 動 に な る か ら 逆 に 4。 に 現れ る 週 期 は 


先 づ 偶然 な も の で は 無 か ろ う . 24。 を 以 て 一 区 的 な 傾斜 背 動 と 見 な す の は 4 一 44。 が 


46。 に 此 べ て (る の に つい て 一 桁 小 さい 量 と も で 
現れ る 事 費 か ら 上 の 考え 方 が より 自然 と 考え られ 


地質 彫 を 示す と Fig. 6 に 示さ れる ・ 之 に 依 れ ば 
基 の 層 同 の 方 向 が や は り 東 西 に ある 事 邊 , 且 , 各 
え 四 つの 第 三 , 第 四 紀 の 居 序 か ら 製 定 さき れる 浸 角 , 
堆積 の 地域 の 幅 が や は り 8 imー4 km の 範 園 で あ 
“ る 事 は 上 逃 の 波状 比 動 の 全 週 期 が 至 均 3.5 km で 
Fig.6 The geological map near ある 事 臣 に 比べ て 注目 され る 勿論 名 去 の 憩 構 千 

直 生 IOI2990977。 運動 の 纏 き と し て の 運動 を 直ちに 認め る わけ で は 


る . さて 逢え は 以上 の 事 連 と は 別に , 此 の 地方 の . 
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中 央 気象 替 に 入 ける 地震 の 時 間 艇 測 
中 " 楽 . 舞 拓 : 丘 \ 末 '+ 、 度 < 全土 


地震 調 測 より 得 ら れる 結果 は 大 部 分 その 基礎 を 時 間 有 な デー あご に 置い て お り , 又 日 本 の 地震 穫 滑 
は 中 央 振 銀 雲 が 保守 し て ゐ る 開 係 上 。 を に 私 が 抽 に 欠け る 時 間 和 の と 放 米 の 同 を 紹 
介し て 和 普 測 デー ター を 利用 され る 方 々 に お 知 せ し た いと 思ふ . 


1. 刀 時 
毎 分 0.5sec. 又は 1sec.。 装 早 の 月 お る 電 反 時 計 が Master Clock と な つて ゐる . 劉 上 論 相 営 頂 密 
な 時 計 を 用 いて お り , その 種類 の 制 合 は 次 6 癌 く な つて ゐる . 7 
知 工 告 型 秒 振子 時 計 47.7 % 
2 江 の 2X 王 還 ドレ 21.6 2 (Nardin, Waltham, Dent 毎 ) 


ルロア 型 電 無 時 計 30.722 (振子 式 電 無 に よる 磁場 で excite す る 、) - 

地震 抽 測 に 振 地 時 詩 を 用 いて ゐる 所 が 多い の は 一 見 矛盾 で ある が 少く と も 組 震 時 は 地 動 の 影響 を ま ぬ 
が れ 得 る 答 で ある し , 地震 で 振子 の 運動 が 著しく 廷 ぉ 時 は 或 る 程度 倍率 の か ヽ つ た 地震 計 で は Scale=- 
oot し て し まみ . 年 

これら の 時 計 は 常 こ 絶 獅 時 間 か ら の ズ レ が 明か に な つて ゐる な けれ ば な ら な い 2 毎日 時 1 時 
の 欧 用 報 時 で 栖 正 値 を 求め 他 は 内 挿 に よ つ て ゐる . 時 報 埋 と 時 計 の 珍 と の 一 致 還 な 務 有 で 決定 し て ゐ 
ろ る . と の 方 漆 で 0.1sec は 求まる る 管 で ある が 相 党 の 惑 練 を 要 し , それ で も な は 0.1sec の 誤差 が 入る 
と と が ある . 即ち 一 致 箕 は 決し て 有 瞬間 で は な く 5 妃 至 10sec 董 績 する 様 に 半 え る し 中 呈 を 阪 つて る 例 
へ ば 0.3sec. か 0.6 sec が 決定 し か ね る 時 が ある . クロ ノ グ ラ フ を 用 v 2 
絆 時 を 用 いて も 0.1sec は 売 分 に 測定 し 得る の で ある が 現在 と の 設 備 は 東京 に だ けし か な い . 


玖 に と れ ら Master Clock の 精度 の 問題 で も る が , と れ は 保守 誠 態 如何 に よる . に し て 東京 で 


2 施 NM SCR00EB2 


日 仕 昌 基 邊 多 抽 | 介 基 下 史 和輝 | 日 - 付 日 素 符 拓 湯 | 


SeC。 る SeC. ?C SeC. ?C 

+ 4.5 1 の 富 Sine 4.5 20.3 1 4.6 18.5 
2 3.3 15.6 12 4.4 19.5 22 4.8 18.9 
3 LR 05:3 13 ー 4.7 20.8 29 3.7 16.9 
4 3.7 6 4.7 19.6 2 6 6 
5 4.2 17.8 15 4.6 14.6 の 5 滞 2 
6 4.5 87 の 16 4.8 18.0 ン A 1 
7 5.2 18.3 17 5.1 19.4 o8 2 19.5 
.8 4.6 の 18 5.0 19.8 29 3.8 19.7 
9 8.9 18.2 _19 4.6 19.9 30 3.8 19.4 
10 3.9 18.9 20 4.2 16.6 31 3.8 18.1 


テ へ 


= 


DP (すず 
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三 月 Dent 牧 振子 時 計 ) 


日 付 H 差 握 温 | 日 付 日 差 握 温 | 是 付 日 券 気 居 
SeC, "C SeC。 2C_ | SeC. 5C 
5 2.5 9, あら 11 1.9 332P224 1.8 5.7 
2 2.8 4.1 12 1.5 11.0 22 2. 1 5.0 
3 2.5 4.2 ラン の 1 が RS 2 2.0 5.3 
4 3.0 5.6 14 2. 2 4.2 の 9 3 
8 SR 8.1 15 2.3 9:8 に 守っ 0 
_6 = 7 16 2.5 4.3 9 0 失 
7 6.1 17 お 7 5:0 2 トミ og 3 Z ュ 
8 7 5.9 山科 フン 9: 計 に | 放し ら 」 52 
9 8.7 7.8 4 2.3 4.9 39 2.1 8.2 
10 2.0 12.8 20 2 に ニー 6:0 31 た きこ 9 


用 いで ゐる 時 計 の 日 差 と その 日 の 座 均 無 温 を 並べ て みる . 
竹 失 時報 は 1 日 2 回 で は 足り な いと 思 は れる . 5 

と これら Master Clock と 地震 計 の 巡 時 さ ン と は リ レ ー で 連絡 され て お り 。 ジー メン スリ レ ー が 用 い 
られ で ゐる 。 リ レー の 苺 障 は 致命 的 な 滞 果 (地震 の 時 , 刻 時 が 入 つ て る ない ! ) を 生 ち な 即 れ が ある の で 
一 次 側 及 び 一 次 側 の 電流 値 , 控 中 の 火花 導 去 等 に は 売 分 無 を 付け て ある が , 翻 測 網 全量 で 現業 と し て 無 
事故 を 期す る こと は 相 党 の 難 事 業 で ある . ' ' 

記録 伯 上 へ 刻 科 する 方 法 に は 往 ふ ある が 気 梨 宜 の 栖 準 弄 で も る ウキ ー ヘ ルト 式 耶 震 計 で は 記録 の 夫 線 
を 信 計 電流 の 流れ て ゐる 時 間 だ け 村 ヘ へ ズラ す 方 を と つて お り , 挿 針 の 付い て ゐる 軸 を 支 へ て て ゐる ビ ポ 
ッ ト の 向き を 電磁 石 で 負 べ る の で ある . 

_ 時 計 の 拉 路 が 閑 お て か ら 針 が 陸 へ ズレ る 迄 に は 若干 の 混ん は ある が , レ リ ー の 調整 , 電流 値 。 電磁 
の 設計 等 を 適 堂 に すれ ば 老 軒 に 入れ る 必要 は な い .。 

2. 記 款 用 ドラ ム 

相 凌 時 間 精 度 に 最も 影響 と きた す の が ドラ ム の 回 韓 速度 で も る . 動力 と し て 用 いて ある の は 重力 か ぞ 
ンマ イ で 速度 調 委 器 ば テンプ , フリ クシ ュ ン ガバ ナー 或 は 風 切 が バナ ー で ある . 前 者 は 回 韓 が 不 連 貫 と 
- な る し 後者 は 調節 傍 力 が あま り 高 く な い . 

区 どの 地震 計 $ ド ラム の 回 韓 と 横 へ の 航 り と が 同一 の 軸 で 行き れ て お り , ドラ ム の 偏心 に も 大 し を 所 
を 付け て ゐ な い 。 従 つて 現在 0.1 sec の 精度 は 勿論 な く 時 に は ドラ ム の 同 還 不 均一 の み に よ つて も 1sec 
程度 の 誤 著 あ ある と 思 は れる 。 

3. 駿 測 方 法 ' 

時 間 訓 差 の 一 番 入 り 攻 い の は と の 朋 測 の 時 で 1sec 人 の 誤差 は 入 つて 来 て し ま ょ 。 記 人 紙上 で 共 曇 
所 父 は 相 の 敵 つ た 箇所 の 別 断 それ 自 暑 が 先 づ 相 堂 に 困難 みよ こと が ある . これ な は 問題 に し な いこ と に し て 
ぁゃ 六 の 如く 種々 の 難 号 が ある. 


ッ ン 


究 在 + 分 間 の 用 り の 長き は 大 略 30 mm で ある か ら , 1sec は 0.5mm の 長 さ に 相 営 す る 。 一 方 記 
旬 線 の @ 太 さき が 0.1mm 近く あり 0.2sec は 線 の 大 さき の 中 へ 入 つ で し ま ょ 、 時 間 の 測定 は 義 局 長 さ を 測 
る こと で ある が 測 宮 の 不 充 分 の 徹 個 人 誤差 が あぁ る. 特 示 は 現在 の 如き 粗い ネッ ト ケ ラ ス を 用 いて 生 の ま 


ーー 
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ーー の 0 の 2 IS 
思 つ て ゐる . 更に 特定 の 地震 に 肝 し て で は 全 困 の 記 象 紙 を 東京 に 集め 一人 の エク スペ パート が 全部 に 目 を 通 
すす 様 に すれ ば 朋 測 時 の 誤差 を 最少 に 止め る こと が 出來 る だ ら 2.。 

4. 特 来 の 精度 向上 の 方 針 「 9 
_ 無 貸 宮 と し て は 各 方 面 の 御 協力 を 得 て 1, 2 年 前 より 紹 殺 時 間 で 0.1sec を 目標 と し て 向上 に 疹 手 し ー 
- で ゐる . 

細 着 時 間 を 保守 する 居 に 今度 東京 で な セラ デオ の 時 報 を 利用 する と と に し た 。 ラヂオ の out put で 臣 
答 を つく りこ の 中 で 振動 片 を ふら せる 。 そ し て この 振動 片 に は 電 握 接 鷺 が 付い て 3 り 且 その 固有 振動 般 
を 時 報 埋 の それ と 等 し く 調整 し て お く . 故に 特定 の 振動 青 の 理 の 時 の 振動 且 の 振幅 が 大 きく な つら て 接 
- 鷺 が 閑 お る か ら , こと れ を リレー と し て 用 いて ラ デ オ ォ 報 時 を 記 介 紙 に 記 銚 させ る と と が 出 沈 る . し か し 時 
報 音 の 振動 般 は 880 サイ クル で ある の で 時 幸 音 以外 で も 理 泉 や 女 の 英 な どの % ち に は 度々 現れ で く る. 
これ ら に よる リレー の 動作 を さけ る た め に 現在 は 時 計 の 親 を 用 いて 受信 機 の B 電源 が 下 時 の 疫 後 
5sec の み 閑 むる 様 に し て ある 。 ラ デ ヂ オ の 時 培 の 精度 は 相 営 に 高く ま 0.05 sec 以上 狂 ふ と と は な い の で 
これ に より? 毎時 絶 習 生 刻 が チェ ッ ク 出 区 る わけ で ある . 

談 に 記録 用 ドラ ム は 回 還 と 横 へ の 洗 り と を 分 り 剛三 の 志 案 に よる 本 用 の 
毅 振 器 と フォニック モー ター を 探 用 し た 精密 な も の を 製作 し 目下 東京 で 現業 試験 を 行 つ こい ら る. 

又 時 計 , リレー, 電源 , クロ ノ グ ラ フ 等 を ュ ン トロ ー ル する 部 電 盤 を 作り 今 迄 多分 に 残 つ て ゐ た 修験 
室 的 な と と ろ を な くし 高 精度 を 現業 と し て 常に 保持 し 得る 槻 心 損 け た . 

隊 測 の 方 と し て は ルー ズ , 整 光 大 , 0.1 mm の スケ ー ル 等 を 組合 せ た 有 測 塞 を 設計 し て 3s 9, と の 方 
の 誤差 も 少く な り , 少く と も 東京 だ け は 今年 中 に 0.1 sec の 逢 度 に 造 し 得る と 思ふ . 

し か し 息 際 に 数 果 を 研 控 する の は Net work 生起 の 征 度 を 上 げ ね ば な ら ず と れ に は 相 井 の 費用 と 時 
- 間 を 要する が 我 が 無 象 喪 で は ぜひ と ぁゃ 枯 成 すべ く 夫 力 中 で ある か ら , と と 2, 3 年 の 2 ち に は 一 鷹 の 数 
果 が お ら は ほれ る と 思ふ 


こう ここ ーー ト っ 、 ジテ 


1) 坪井 豆 二 「 地 震 」12 笹 7 夏 


紹 分 


Bullen : An Introduction to the Theory of Seisnology 


(Cambridge University Press 1947 ) 


地震 胸 に 開 す る 単行 本 の 出版 は 外 國 に 於 て は 元 示 決 し て 多い 方 で ほな か つた が , 外 囲 と の 周 書 交 換 が 
相 細 し て か ら 洒 く , その 交流 が 復 谷 し 始め て また 今日 迄 に 聖 術 書 と し て ' 出 版 さ ん た も る の が Byery の 
< Seismology (New York 1942) と Bullen の 上 記 の も る の と , 三 か 2 詞 に すぎ な か つた と い ょ と 浅 
は 同じ 期間 に 我 國 で 出版 さん た も の に くら べ て 敷 に 於 て 曹 か 少な た すぎ る や ? で ある . 最近 芝 等 の 本 を 讃 
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む 機 信 を 得 た の で 簡 湯 に 紹介 レ しょう . と の 本 の 前 省 は 主として 弾性 波 の 理論 的 問題 を 阪 り 扱 つ て を り 之 
は 凌 者 が Sydney 大 及 の Applied mathematics の 敦 接 と し て Auckland, Melborn 及び Sydney 
で と の 10 年 間 位 に 講義 を し た も の を 交 め た も の で あり , 後生 は 耶 震 の 波 を 手 秦 り と し て 地球 内 部 の 綺 


の ご 。 
造 を きめ る 問題 を 取扱 つて ゐる . と の 分 野 は 何と いつ て も Gutenberg 及び Jeffreys 際 大 家 に より 主 


- と し て 開拓 せら れ た も の で あり それ らら 結果 が し ば し ば 引用 せら れ て あ ゐる. 殊 に 著者 自身 どら べ て ゐる 所 
に よれ ば Ballen は か つて Jefireys の 防 生 と し て 其 の 後 co11aborator と し て Jeffreys か ら 受 けた 


inspiration は 交 し いる の が ある の で Jeffreys の 文献 か ら の 絢 用 は 所 々 方 々 に 顔 を 出し て ある の は 止 
む を 得 な いと か いて ある . それ だ け に この 本 の 狗 自 性 も 張 く 現れ て ゐ て 詩 ん で ゐ て 興味 を ひか れる 。 第 


1 意 は 緒言 で 理論 好 震 聖 の 歴史 的 令 逃 が 極 く 簡 朱 に な され て ゐる . 第 2 一 3 章 で 弥 性 論 , 振動 及び 波動 
に 開 す る 敷 通 的 取扱 ひ を ? け ひ Cartesian ensor を 用 ひ て 問題 が 解 か れ て ゐる ・ 第 4 8 意 で は 弾性 
丹 の 内 及び 末 面 を つた は る 波 の 問題 を 取 震 台 と 開 係 の 深い 事 灯 に 限 定 し て 論 信じ て ゐる . 後に 軸 て くる 問 
題 の 準備 の た こめ 銘 性 能 内 に 幾つ か の 水 下 府 が あり 夫々 の 中 で の 陣 性 航 が 色々 な 組合 せ を と る 場合 に 香 


. ら れる 走 時 曲線 の 形 が * 討 算 ミ れ て ゐる . 区 で 芽 球 の 構造 論 に は い る 前 に 第 9 一 1 草 に 於 て 好 震 まき 計 に 関す 


る 理論 地震 記 健 か ら 走 時 曲線 を つく る 手 貫き 地震 所 測 所 の 事柄 等 が の べ て ある . 夫 時 曲線 に つい て は 
各種 の 波 に つい て 1940 年 の Jeffreys-Bullen の Table か ら の 朱 粋 が 示さ れ て ゐる る が と の Table ほ 
Jefireys に よれ ば 均 走 時 曲線 と し て は る 早 改 良 の 欠 耶 が な いと い ょ 意味 で 最 多 前 結果 で ある と い へ 
る , と 逃 べ て 自信 清々 た る も の が ある ・ 地震 抽 測 の こと に 開 し て は 1.S.S. の 記 迅 が 克明 に な され て を 
り 1947 年 1 月 か ら 1.S.S. の headquater が Oxford か ふら Cambridge へ うつ つて Jefireys の 指 
押下 に 3 お か れる や うに な つた と 放 が いれ て ある. 第 1 一 12 章 で 地球 の 各地 域 で の crustal 1ayers の 中 
の 速度 分 布 と 厚 さと を 比較 し , 炊 に ceatral core の 問題 に 開 し て は 和 径 0.36 尋 ( は central て ore 


_ の 年 筆 ) の Imner core の 存在 に つい て 詳し い 議論 が な され , 地球 内 部 の 遠 度 , 縺 任 常 般 , 密度 , 歴 力 
の 分 布 , 離心 容 の 問題 が の べら れ て ゐる .・ 第 14 章 で 了 震 襲 生 の 問題 を と り ぁ つか いり 地震 の Energy, 


magnitude, 原因 , 震源 の 大 さ , 初動 分 布 , 地理 的 分 布 , 深 帝 地震 , 岩石 の 張 さ , 前 震 鈴 震 , 周期 粒 
科 知 を ひと わた り 論 じ て ゐ る . Energy の 問題 で は 最大 の も の 1056 erg. 導 測 さ れ た 最少 の る の 10 erg 
で 10'%erg の energy を も つ 地 震 の 敷 が 甚だ 多い と 書い て あつ て , 必ず し ゃ も と 小さ い 地 震 の 衣 は 
反 つ て 少な いと 書い て ある わけ で は な い が 問 か 承服 出 來 投 ね る や 2 な 書き 方 で ある . 第 15 章 で 地震 災 
雪 に 関す る こと 津波 豚 動 地震 探 を 一 光 手 里 に 巡 べ て Bikini の 原子 爆 紗 は magnitude 5.5 の 地 寺 に 
相 営 する と いふ 所 で 終 つ て ゐる ・ 避 國 の 文 獣 も 所 々 に 引用 せら れ て を り 今 和志 田 狐 澤 松 澤 生 電 河 角 族 先 
生 の お 名 前 が あげ られ て あ ゐる. 本 の 標題 に より 営 然 か る 知れ な い が 地 殻 獲 動 , 地 毅 の 問題 等 に は 全然 銅 
れ て ゐ な い . 俳 し な が ら 遠 地 地震 は 東 も る 角 と し て 近年 敵 米 に 於 て 近 耶 地震 の 研究 が 星 ん で あり 更に 初重 
の 問題 に ゃ 注意 が 向け られ る や うに な つた と いふ と と は 我々 地震 園 に あて 地震 の 研究 を し て ある も る の に 
と つて は 態々 以 て 安 閑 と し て は いら れ な い 問 題 を 提供 むる る の で あろ. ( 宜 俊 一 郎 ) 
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地 誠 時 報 


焼山 (越後 ) の 活動 昭和 24 年 2 月 5 日 8 時 一 8 時 30 分 。 妙高 山系 の 午 山 ( 林 高 400 m) が 漂 
し 。 田 日 , 開山 か ら , 遠く は 北 了 東 まで 隆 大 が あつ た . 爆 呈 の 府 導 と し て は , 北部 山麓 で は か な り 長 時 
間 に わ た つて 飛行 機 の 軒 理 類似 の 斉 を 開い た の み で , 破裂 理 は 注意 を 意 か な か つた . 炊い で 8 日 13 時 
4 分 頃 に 第 二 回 の 旧 襲 が あつ た 。 隆次 は 著しく は な か つた が , 爆音 は 。 田口, 高田, 長野 で 明らか に 
きか れ た . 5 日 以後 , 2 月 上 旬 に は 若干 の 次 を 合 ん だ 畑 が 縮 え 噴出 され て いた 模 隊 で ある が 3 月 に は 
燃 量 も ゃ 減じ , 完全 な 特色 の 煙 と な つて いた . 山麓 で 感 引 さん た ダス の 上 臭 無 か ら 察 する と , 党 初 は か な 
り 多量 の 亜硫酸 ガス と 硫化 水素 が 含ま れ て いた らし い が , 夏季 に は ガス 臭 は 山麓 で は 全く 感 自 され な く 
- な つた と い 59. 当 - “ 

回 の 斉 談 後 の 調査 に よむ ば , 頂上 御 殺 の 東 内 側 を 通り 北 北東 一 南南西 に 走る 林 包 地 考 中 に 敷 條 の 
新しい 暑 無 孔 烈 が 生じ て いる . 

焼山 の 過去 の 活動 に つい て 康 安 元 年 (1861), 天保 元 年 1830) 項 , 斉 永 5 年 1852)。 安政 元 年 (1854) の 。 
4 回 が 俺 え を られ て いる が 。 や ゝ 信頼 出来 る の は 永 の も の で ある と い 2. 前 回 の 爆 開 後 は 小さ い 斑 気 活 
. 動 の 沿 長 が あり , 昭和 7 年 5 月 に は 泡 泉 活動 を し た こと も ある . 何れ に し て も 衰 問 期 の 火山 で あり 。 今 
回 も 初生 噴出 物 は み ら れ な か つた ・ ンジ 

休 。 山 節 。 特に 澤 の 積 寺 上 に 堆積 し た 次 其他 岩 礎 が , 融 霊 と 共に 5 月 以降 北方 出船 に 流出 し つづ け で 
い 和 が , 7 月 30 日 に は 衰 雨 に より 一 時 に 多量 の 克 翌 物 が 濃厚 な 泥 流 と な つて , 大 石 , 倒木 等 を まじ え 
こ 搬 馬 し 。 水田 其他 に 著 二 の 披 寺 を 生じ た 。 一 次 的 の 火山 泥 流 の 一 例 と みて よい で あろ 5 

と の 火山 活動 を 機 全 と し て , 地質 胸 , 岩石 史 , 及び 取 球 物 理 胸 の 各 方 面 か ら 調査 が 行わ れ た . 

中 國 地 方 の 地震 昭和 24 年 1 月 20 日 , 22 時 24 分 頃 , 兵庫 鳥 隙 境 附 近 で 借 少 な 被 雪 を 生ずる 程 
度 の 地震 が あつ た . 豊岡 測候所 の 調査 に よる と 震源 好 は 典 岡 西南 西 約 24 放 の 矢田 川上 流 の 小 代 村 附 近 
と 推定 され る 、 坊 地 踏 査 は 薄 坂 町 温泉 町 隊 縮 村 入 田村 小 代 村 の 一 ヶ 町 村 に 互 つて 行なわ れ た が 何れ も 大 
し た 被 雪 は な く , 剖 石 や 挫 ひ の 恒 い ^ 石 牧 静 古 の 玉垣 が 較 倒 する 程度 で わ づ か に 温泉 町 の 古い 民家 が 敷 軒 
_ 傾い た 程度 で あ もつ た. 基 の 他 温泉 困 で は 地震 後 湯 の 湧出 量 が 非常 に 減少 と か 小 代 村 で は 逆 に 量 が 期す と 
か 賠 裕 科 で は 相 洪 範 園 に わた る 地 所 り 等 が 見 られ た と の と と で ある . 和 休 と の 取 方 は 昭和 18 年 8 月 4 
日 及 5 日 の 司 震 同年 9 月 10 日 の 鳥取 地震 が あつ た 所 で 昨年 春 以 挫 山 中 で 大 砲 を 打つ 様 な 地 鳴 を 藤 く 
開い た と の と と で ある 。 又 と の 地震 に 附 了 落し て と の 地方 で 毅 光 現象 が 見 られ た と の こと で ある . 

廣島 沖の 地震 昭和 324 年 7 月 12 日 13 時 11 分 頃 , 中 國 , 四 展 , 九州 の 全般 及び 近畿 地方 の 一 部 
に か け て , 地震 を 感じ た . 震源 地 は 遍 島 南方 約 50 氏 の 海底 (北緯 39.9" 東 綻 132. ダ ) で 農 源 地 に 近 
' い 所 で は 家屋 内 の 器物 等 る 博 倒 する 程度 で その 後 の 報 告 で 暴 市 で は 合 茸 家屋 戸 。 死者 2 名 その 他 崖 く 
すれ 。 水道 管 成 理科 守 が あり まし た 
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吊 界 記事 


四 較 地方 の 地 角 拓 調査 史 和 21 年 末 の 遍 海 地震 に 紀伊 生島 室戸 及び 足 塩 の 岬 が 放 起 し 高知 市 
附近 約 1000 町 歩 の 地域 が 海 に 浸し た 事 は 党 時 報道 され た が その 後 約 2 年 昨年 末 に 至り , 高知 史 の 高知 
制 や 人 須崎 , 及 宿 毛 町 附近 ば か り で な く , 徳島 , 香川 及 び 愛 媛 の 三 用 に 於 て , 各 1000 町 歩 以上 の 田 箇 が 
海水 浸入 に よる 夏 雪 を 第 つた . と れ に より 四 國 各 脆 と る 南海 大 地震 に 人 つ た 地 畿 の 大 券 動 が あつ た の で 
は な いか と 地 も と で 大 問題 に な り , その 着 筑 樹立 の 知 に 中 國 四 民 地 方 建設 局 の 肝 入 り で 四 虹 地 方 開 華 委 


_ 員 創 の 中 に 四 國 地方 地盤 手動 調査 特別 委員 信 が 作ら れ た . 委員 は 上 丈 地 元 の 官民 並び に 出先 機 喘 の 外 中 
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- 天 各 省 の 開 係 機 開 長 及び 東大 , 京 大 等 の 専門 環 者 で , 昨年 12 月 18 日 か ら 約 1 週間 各 委員 の 現地 訓 察 の 


後 19 日 新居 濱 市 で その 結成 式 が 行 は れ た . 委員 長 に は 衝 達 中 央 気象 豪 長 副 答 員 長 に は 中 悦 四 悦 地 方 建 
設 局長 末松 正 氏 が 選ば れ た . その 後 基本 調査 は 中 央 気象 衰 , 東大 地震 件 究 所 及び 地球 物理 数 室 と 京 大 
理事 部 , 工 右 部 門 を 防災 研究 所 が 失 演 し て 3 月 末 ま で に 第 1 期 の 調査 が 行 ほれ 貫い て 本 年 度 中 に 答 調査 
を 完了 する 事 に な つて 居る . 調査 項目 は 過去 に 於 ける 四 國 地方 の 地 毅 用 動 (地質 了 的 調査 , 地震 に 伴 つ 
た 地 毅 狂 動 調査 ) 地盤 手動 常時 測 ( 駿 潮 際 , 傾斜 計 , 伸縮 計 に よる ) 地 毅 手 動 の 邊 態 調査 (水準 測量 
海岸 測量 ), 局部 前 筑 重 調査 (精密 水準 測量 。 弾性 波 式 地下 探査 ), 重力 朋 勤 調査 , 沖積 訂 地盤 の 履 縮 測 
定 , 地下 水位 及び その 台 分 調査 及 微 少 地震 描 測 等 で も る . ' 

之 等 の 内 海岸 調査 及び 際 滞 記 銭 調査 は 四 國 全般 に つき 一 鷹 調査 を 終 へ , 地下 水 了 分 , 局 地 前 の 精密 水 


準 測 量 も 高知 , 室戸 新居 濱 , 今治 , 高松 附近 等 で 第 1 同 が 行き れ , 地震 探 鐵 決 に よる 地 毅 調 査 $ 高 知 


市 及び 新居 濱 市 附近 で 行き れ た . 傾斜 計 伸縮 計る 高知 , 別 子 。 松山 附近 で 棄 に 始め られ た . 更に 進ん で 


- 第 2 期 の 調査 調査 旨 を まつ て 行 は れる 筐 で あぁ る. 既に 調査 報告 は 第 3 韓 まで 印刷 き され > 過去 の 地震 


堅 分 調査 , 精密 測量 , 潮 仁 に よる 地盤 手動 調査 千 果 等 が 幸 告 され て 居る . 
日 本 時 術 會 議 の 帝 足 1949 年 1 月 20 日 より 3 日 間 , 日 本 如 術 會 議 の 第 1 回 線 信 が 聖二 院 に お いて 
開か れ た . 第 1 日 の 會 長 各部 會 委員 選 事 に 始 り , 第 2 日 に は 藤 會 式 , 第 3 日 に は 正式 の 旨 食 が 行わ れ , 


_ 剖 明 書 の 擦 抑 , 今後 行う べき 事業 に 開 する 委員 食 の 構成 が な され た . か くし て 日 本 事 術 合議 は 琴 足 し 。 


従 來 の 副 土 院 は 交 に 吸収 され , 了 術 研究 食 議 は 受 散 する と と いな ら た . 


科 地 震 台 の 騰 係 し て いる 第 4 部 中 地球 物理 束 部 門 の 議員 ( 全 國 民 ) は 大 谷 東 調 , 長 符 川 葛 吉 , 畠山 久 
何 。 和 達 清 天 の 四 氏 で ある . ' 

建築 物 科 害 程度 の 刊 定 標準 ( 震 害 の 外 風 水害 火災 其 の 他 の 災 守 を 含む ). 

利夫 , 握 淡 建築 物 の 被害 程度 の 夷 し 方 に は 一 定 の 標準 が な く , 各 方 面 で それ ぞ れ 勝手 な 民 分 が 行 は れ 
被害 程度 の 範 園 に 相 党 の 沙 違 が あつ た . 條 つて 徹 志 読 計 を 必要 と する 研究 調査 上 に 非常 な 不全 が あつ 
た ば か り で な く , 災害 作 讐 百 策 上 か ら ゃ る 遺 居 の 箕 が 少く な か つた , 

南海 地震 後 , この 機 人 に ぜひ と ゃ 被害 程度 の 標準 を 作 つ て お きた いと いう 5 施 が 高まり , 種々 の 事情 か 
ら , 元 笠 更 研究 第 8 部 第 2T 研究 班 ( 建 生物 耐震 構 造 研究 更 ) の 主催 で , 研 員 と 各 方 面 の 関係 者 と で 。 
この 問題 に つい て の 研究 協議 含 を つく る 運び に な つた . 協議 會 は 昭和 22 年 10 月 か ら 12 月 に か け て 


所 


開か ぬれ た 。 協議 上 で 問題 に な つた 主 な 踊 は 。 (T 被害 程度 を 何 自 階 に 分 ける か . (被害 程度 の 約定 規 


_ 溢 を 構造 上 か ら と る か 損害 額 か ら と る か .() 古 物 用 途 列 分 類 の や り 方 の 3 呈 で も つた. 結局, 蛋 門 的 


調 癒 震 用 の も の は 追 つ て 作る と と に し て , と りあ え ず 現地 の 響 察 官 その 他 の 條 務 員 用 の も の を 作る と い 
うと とろ に 深 ち 付い た . 昭和 23 年 1 月 7 日 建設 院 建 築 局 長 か ら 建 築 出 張 所 長 宛 に 出さ れ た 「 和 災害 等 に 


困る 建 薬 波 定 汰 況 調査 報告 に つい て 」 の 通知 の 中 に ある 調査 表記 載 上 の 注意 の 内 容 の 大 部 分 が 印 ち 。 以 


上 の 意味 で の 議 食 の 決定 事項 で も る . 
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記載 上 の 注意 
1。 建物 の 用 途 分 類 は 別表 (一 ) に よる . 
2. 建物 の 披 審 分 類 は 別表 ( 二 ) に ょ よる. 〔3. 省略 ] 
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4. 戸 龍太 が 内 面積 細江 及び 綿 坪 粗 を 記入 する . その 中 林 造 以外 の 構造 の る の は ( ) 内 に 記 大 する 。 


5. 月 穫 光 に は 住居 用 建物 は 戸 削 を 公共 用 建物 其 の 他 建物 は 棟 敷 を 以 て 戸 敷 と する . な は ほ 住 居 用 建物 中 
共同 住宅 は 住 宣 粗 を 以 て 戸数 と し 下宿 民 寄 愉 全 合宿 宿泊 所 の 類 は 醒 敷 を 以 て 戸数 と する . (6. 省略] 
7. 小 援 害 に は 床上 浅 水 床下 浸水 は 加え な い . 
8. 1 つら の 建物 が 二 重 以 上 の 被 雪 を 受け た 合 に ほ は 大 きい 被害 を 記入 する . [9. 衝 略 ] 


【 別 表 ( 一 )〕 建物 用 途 別 分 類 


半 物 別 | 内 課 


普通 住宅 。 共同 住宅 , 下宿 屋 , 答 宿 合 , 合宿 所 , 宿泊 所 の 類 . 
生生 交 佐用 住宅 及び 農家 


宜 鹿 , 都 道 府 衣 塵 , 町 役場 , 船 察 野 , 税務 署 , 閉 独 所 , 郵便 局 , 治 防 胡 釜 . 
| 大 學 , 高 参 放 校 , 専門 學校 。 中 区 率 校 。 小 阜 校 釜 。 

停車 場 , 乾物 館 , 美術 館 , 物産 陳列 依 釜 . 

公共 用 建物 | 公 食堂, 圏 書 館 , 運動 場 , 病院 。 療 差 所 釜 . 

刑務 所 , 火 発 場 , 鹿 草 及 び 汚物 虎 理 場 , 居 場 , 死 畜 記 理 場 仁 . 

渓 電 所 。 遂 電 所 , 閥 礎 所 笠 . 

| 妨 方 。 寺院 。 数 舎人 . 

百貨 店 。 マーケット 。, 市 場 , 銀行 , 食 方 。 事務 所 釜 . 
浴場 , 旗 館 , 料理 店 , 飲食 店 , 特殊 飲食 店 , 舞踏 場 , 遊技 場 , 食 座 敷 , 答 合 祭 。 
肌 場 , 喘 書館 , 演 鞭 場 , 朋 物 場 筐 . 

工場 , 作業 場 , 虎 理 場 等 . 

挫 鍋 場 , 甘 畜 場 , 家畜 場 , 飼 差 場 , 温室 等 . 
倉庫 , 車庫 , 時 蔵 場 , 納 屋 , 物 罰 等 . 


基 の 他 建 物 


【 別 表 ( 二 )〕 建物 被害 分 類 


人 別 和義 ラン 欄 。 還 の 


っ 沖 
( 全 86 
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りら 介 大 部 分 倒 潰 (区 矢 流失 ) し て 復 焦 し に くい も の | 100 一 50 
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潰 ia (2 2 本 だ し いた て 復 諸 
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税 害 豚 徴 な も の 


人 0 に SR 


求 下 まで 淫 水 じ た も の 


N < の 992 3 全 天 
* 


ここ 


損害 の 割合 衝 出 の 基 考 と じ て 。 昭和 10 矢本 
屋 の 新 工 事 沙 合 を に 示す [金浦 ) = 


佳 居 用 


み 
SR: Wa | 建物 の さ 
基 林 : 25 の se 00 e 
軸 組 20.- 252 
小 展 超 10 15 
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55 1 後 の 茸 活動 に つい て 【 村 内 必 天 。 2 35 の た 時 2 
2 芯 一 ) 〇 地代 速記 の 時 間 時 化 C 早 IIE 己 JO 〇 地 夫 面 に 僚 け る S 小 の 反射 の 1 例 〔 本 間 正 作 〕 〇 地震 笛 測 
時 間 精 度 向 上 の 研究 [ 示 座 重 二 1 〇 震源 の 時 間 , 宅間 的 分 布 に つい て F 山 生 知 】O 四 図 に 於 ける 敏 小 地 展 。 
' 、 の 判 (鈴木 次 郎 。 淫 田 傾 】 〇 震 代 害 と 地 吉 川治 JO 害 と 地 経 の 諸 任 損 と の 開 係 ( 表 俊 一 JO 新居 地 
大 諾 人 布 和 村 販 三 )O 地 厩 に 件 地 錠 動 の 得 鹿 に つい て ! 企 貞 液 一 彰人 の 年 化 に つい て ( 芝 


人 OB 上 良守 洋上 多 族 JO 和信 計 用 と し て 試作 し た 所 9 線 の 特 人 [油田 際 門 , YNS 
Pe 届 の 展開 に つい て [ 喜 二 】 ・ 


に だ は 


者 宙 の 3 人 は 別人 定 し た 芝 全 導 の 所 と の 誠信 で 見 和 6、 


こわ に 2 こ 3 2 


、 部 直人 匠 ご O 地 腕 の 永年 生化 (A) (E 地 傾動 の 年 化 】(T) ( 絢 山 匠 之 助 ) 〇 朋 重 の 介 條 の 
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交 っ ( / 
” ロ テ ー 氏 の 死去 最近 手 に は いつ た スト ラス ブ と ル 大 聖 の 地球 物理 雪 室 報 結 の 記事 * に よ つ て , 國際 


油 好 。 地球 物理 芝 合 地震 部 門 書記 長 或 困 際 地震 隙 事 務 局 々 長 テ エド モン ・ ロ テー 氏 迷 の 死去 を し つた . よ 
と つて 同 記事 に ゃ と づい て 簡 年 に その 生涯 に つい て し る し て みよ 2. 


か れ は 1873 年 10 月 13 日 だ ぺ リ に 5 う まれ, アン リー・ カ ー ト ル ・ リ セー を へ て, ソル ボン ヌ 大 了 に 
まな び 1895 年 数 塵 , 1896 年 物理 の 欧 土 跳 を え ,。 ひき つ ヾ き そ こ で 。 詩 と し て 電気 化 聖 , 天 然 色 容 任 。 


放射 能 の 研究 を お こなつ た . 鐘 物 史 え の 興味 を も つて は ば はい たら しい . 1905 年 テン シー に ゆき , 1908 年 助 
数 授 と な つた . 無 咽 の イオ ォ ン 化 の 研究 か ら 大 気 の 現象 に 興味 を も る ち , また ある 深井 戸 の 水 の 放 射 能 に 


いて の 地質 胸 者 と の 共同 研究 か ら , 地球 物理 に ちか づい た . 1911 年 11 月 11 日 の 地震 に つい て の 報告 を 


アカ デミ ー に だ し た の も と の こと ころ で ある . 1912 年 どろ より , 営 時 さか ん に 般 展 し だ し た 無線 電信 に つい 
て 興味 を も ち , 電波 人 大 描 と 気 介 的 。 天 交 的 現 香 の 開 係 を 研究 し , 日 館 時 に お けち 信 橋 暴 常 な ど を 論じ た : 
また 無線 寺 信 の 気 介 到 。 航海 た ど え の 鷹 用 に つい て も 替 力 し た . 國 防 に つい て る 間 心 を も ち 。 ナ チン シー 
に 空気 力 學 研究 所 を 創設 し た . 大 戦中 の 活動 も 注目 すべ きも の が あつ た だ: ( 

工 後 1922 年 ロー マ で ひら か れ た 尋 際 測地 , 了 球 物理 連合 の 會 議 で , 地震 部 門 の 事務 局 は , 1901 年 ゲ 


ー ル ラン ド の 提 入 で 第 1 回 の 國際 地震 脇 會 *** の 會 議 が ひら か れ て 以 挫 ヘッ カー の も と に 國際 地震 欧 


事務 局 が あつ た スト ラス ブー ル に お お か れる と と と な つた . 同市 ほ は 大戦 の 結果 フラ ンス に 属す る と と に な 
つた の で ロ テ ー が 事務 局 々 長 と 地震 部 門 書記 長 を か ね て 任 ぜ られ た , 以後 死に いた る まで , づつ と 尋 際 


會 議 ご と に 留任 を の ぞ ま れ て その 職 に あつ た わけ で , 世界 の 事 界 に お ける その 貢献 は 大 きい . 同時 に か 


れ は スト ラス ブー ル に 地球 物理 数 室 を つく り , 報告 を 出版 し , フラ ンス 地球 物理 欧 界 の 毅 民 に つく し た . 
物理 地下 探査 に も 大 きた 用 心 を も ち , こと に その 得意 な の は 放射 能 を 利用 する 方 潜 で あつ た - 


1929 年 スト ラス ブー ル 大 學 で 理 部 長 に お され た が , 部 長 と し で て の か れ ば 大正 で も る と と も に 民主 的 . 


で あり , 堂 時 組合 」 と ゆう こと ば だ け で も 毛 ず ぎら いす る 人 その 多 か つ た と ろ に , よく 組合 代表 の 言い 
分 を きい た と ゆう こと で ある . と の ころ か ら は 詩 と し て 地震 用 の 研究 を お と こない, 淡 動 介 拉 を 理論 お よ 
び 視 葵 の 吊 方 面 か ら 研 究 し , また お し ひき の 問題 や 震 原 の 移動 を 論じ , 新しい 地震 の 分 類 を と な えた り 
し た . 放映 能 に つい て の 研究 る ひき つづ いて お と な い , その 地震 の 原因 と し て の 可能 性 も 考え た . 彼 の 
長男 の ジャ ン ・ ロ テー が の べた よ 2 に , 桜の 連鎖 分 裂 に つい て 知 つ た ら 大 い に よ ろ こ ん だ か も し れ な 
い 。 水 唱 の ピエ ェ ジ 電気 を つか 2 地震 計 だ の 磁 無 偏差 計 だ の も つく つた . 

、 後 は また ヒュ ー マ ニ スト で も あり 。 國際 救難 研究 會 義 の メン バー と し て も 活躍 し た . 

1939 年 8 月 測 叩 聞 球 物理 速 合 の ウシ ント ン 全 議 に つく や いな や 第 二 炊 大 戦 が お と つて , 師 國 し , ス 
トラ スプー ル 大 聖 は クレ ル モ ン に 不 開 し た . し か し ベタ ン ・ ラ デル 政府 の 命令 で , すべ て の 料 を ドイ 
ッ え ひき わた す と と に な つた . 來 る べき 解放 を 信じ て 掃 は な か つた 彼 の それ ら の 事件 を 通じ で の 毅 商 た 
る 事 園 的 行動 は ディ シー 政府 の 欠 に いら ず , 1941 年 6 月 政治 的 理由 で 衣 刈 され た . スト ラス ブー ル 大 股 
の 名 組 数 掃 推 世 も 政府 に よ つ て 舞 さ れ た . そし て 彼 は クレ ル モ ン に ちか v\ 二 田 舎 の ん ダー に ひき こも 


に 3 朋 


US < 前 0 


ン 


つた が , そ と で も ゲシュタポ ボ と その 手 さ き に 監 骸 され て , 対 か ら そ と え で る と と が で き な か つた 。 し づか 


に か れ は そ と で 閉 近 に し た が つた が , お そら く 種 々 の 物 質 的 精 泊 的 不 自由 は 老 衣 の 身 に と た えた で あろ 


5・1942 年 8 月 29 日 , 連合 軍 の 反攻 を また ず に と の 寒村 に 死去 し た . 解放 後 政府 ほか れ に ィ シ ー 政 


府 の 担 否 し た 移 朋 を くつ た . 

多 方 面 の 精力 的 活動 で 世界 の 及 界 に つく し , 任 に 自由 フラ ンス の 更 者 に ふさ わし い 血 早 的 ヒ = ー マ = 
スト で あつ た , エド モン ・ ロ テー 氏 。 そ し て また 動植物 の 探 集 な ど を と の ん だ 自然 愛好 者 で ぁ つ た 氏 の 
死去 を 心から いた み , 筆 を お く . ( 宮 和 記 ) 


x La vieet 1'oeuvre d'Edmond Rothe, G6ophysicien par Georges Dubois (Prof. de Geologie 
a 1a Faculte des Sciences de Strasbourg) : Annales de ]Institute de Physique du Globe, 
Strasbourg. Nouvelle Serie , Tome IV,3. Partie,。 1948. 71 一 88. [か れ の 著書 , 論 女 の 細目 多 
が つい て いま す ・] ーー 

\*X Edmord Roth6, Secretaire general de la Section de S6ismologie de 1Union Geodesique 
et Geophysigue Internationale et Directeur du Bureau International de S6ismologie. 

\XX Association seismTologique internationale。 


松代 盾 測 所 開設 か ね て の 砂 案 で あつ た 長野 勾玉 科 郡 西條 村 の 元 大 本 党 不 の 玩 道 内 の 地震 席 測 所 の 設 
置 が 滞 く 具 路 化し , 本 年 7 月 日, 薄 坂 清信 氏 が 所 長 と し て 赴任 し た . 地 帝 動 , 地震 動 の 研究 に , 地 
震 机 測 現業 の 向上 に 同 翻 測 所 の 活動 が 期待 され る . 

_ これ に 伴い , 後任 取 震 課 長 と し て は , 中 央 無 象 喪 研究 所 好 帝 物理 研究 福 長 井上 宇 履 氏 (本 箇 和 要員 ) が 
就任 し た . 


會 計 生 員 か ら 御 願 ひ 


昨 二 十 三 年 三 月 引 織 後 の 新 し い 地 震 學 信 の 會 計 刀 態 の 概要 を 申 上 げ 會 費 納 入 そ の 他 に 食 員 皆様 の 御 協 


才 を 御 願 ひし た いと 存じ まず . 
ー 十 三 年 未 の 綿 育 で 置 定 的 に 會 費 百 彫 に 決定 , その 後 の 汰 勢 に より 値上げ は 委員 に 一 任 さ ミ れ まし た の 
で , 昨年 後期 に 委員 會 で 三 百 園 まで 値上げ する と と に 致し まし て 今日 まで 参り まし た . それ に よ の て 副 


術 講演 貸 を 三 回 , 信 誌 を 四 訓 蔵 行 致し まし た . それ に 要 し た た 印刷 費 約 士 萬 彫 , 事務 費 ( 遂 信 費 を 含む ) 約 . 


一 功 園 を 要 し まし た が , 窒 費 の 納入 は 現在 まで に 約 一 萬 五 千 間 昨 年度 分 の 約 生 分 と 云 ふ 所 で す 。 會 計 
る 度 昨 度 分 の 邊 分 出 た ば か り で すか ら 致 方 な いと は 存じ ます が , これ か ら 合 員 各 伝 の 御 寄稿 を まつ 
で 。, 今年 度 分 の 會 詰 を どしどし 印刷 し た いと 存じ し ます か ら , まだ の 方 は 信 費 挑 込 を 是非 御 願 ひ 致 し ます . 
= 三 , 三 年 度 に は 文部 省 か ら 印刷 坦 と し て 対 二 部 園 の 補助 が あり まし た の で 。 ど うに か や の て 参 
り ま し た が , 一 時 は 會 の 仕事 に も る 事 か く 有 様 で も り ま し 寺 . 

最近 に 至り まし て 合 員 工 聖 陣 士 北澤 五郎 兵 の 御 懇 力 に より まし て 槍 助 信 員 の 御 返 助 が 得 ら れ ま し て 。 
十 ロ 以上 の 換 約 を 頂き , 巡 に 次 の 三 菱 助 創 員 か ら は 合 費 を 頂き まし た 。 ( 
三井 不動 産 株 式 會 士 ~ 10 ロ 、 三菱 地 記 株 式 會 証 "10 ロ 大 林 組 東京 事務 所 10 ロ 
( 外 に 硬 堪 宜 員 長 の 御 紹 介 に より 日 本 緒 設 工事 株 式 會 年 握 武 雄 氏 1 口 ) 

設 に 時 大 に 避 雨 を 得 た 思ひ , 感謝 に 陣 へ ませ ん . 銘 記 じ て 信 員 一 同 と し て 感謝 を 捧げ た いと 存じ ます 。 
こと に 北澤 陣 士 の 著 中 を 各所 に 御 春 走 下さ いま し た 御 厚志 は 私 共 の 感激 お く 秀 は ざる 所 で あり ます -。 
紀 磁 に も 若 し その 様 な 御 知 り 合 ひ が 御 座 い まし た ら 帝 助 會 員 の 莉 誘 を 御 願 ひ 致し ます . これ で 本 年 度 
は 人 第 誤 を 完納 し て 頂け ば 只今 の 程度 の 誌 が 四 胡 位 は 十分 出せ る も の と 存じ ます 。 論 区 御 打 稿 と 共に 論 
金 面 に る 御 把 助 を 御 願 ひ 申 上 げ ま す . (1949. 9. 7. 河 角 ) Z 
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5 ク , 建物 の 損傷 か ら 見 た 地震 動 の 性 質 に つい て ・… 0 を 「iGt22 44 ( 攻 ) 
キ 北澤 丈 郎 , 地 毅 の 硬度 と 震 雪 上 い …ーー ハ トー ドド ドド に に に に ーー 48 (W ) 
コ 越 用 療 明 , 東南 海 地震 の 計測 (その 1 ) (海底 地震 の 研究 第 1 報 )……・… 40 (T) 
サ 佐藤 泰夫 , 地 な り の 訪 向 性 に つい て ・ ト トー ビード ーー ドド トド ーー ドド ーー 4 (1 ) 
佐野 湊 一 , 男鹿 地震 に 伴う 地 帝 織 動 に つい て ・ 上 トー ルー トー ドー ドー ドド ドド ーー :…・50 (H ) 

ツ 天 井 忠 二 , PS 時 の 頻度 分 布 と 震源 の 分 布 と の 開 係 … ド … い ーーー・・ に 8 (1) 
ハ 原田 美 道 , 地殻 畠 動 特に 三浦 生島 の 毅 動 特性 (第 一 報 ) …‥ バ ーー…… 52 (HL) 
ビ 定 尾 孝 即 ) 地 電 流 解 析 に 開 す る 一 問題 ・…: い ドー の きく ジー ピー ドー 12 () 
マ 松澤 武雄 , 地震 津 浪 に つい て 捧 1 ち ゞ まな いり 水 の 二 爽 元 の 間 題 …‥・・…… 18.(T DS 
宮部 直 世 , (一 一 , 大 井 蘭 夫 ), 箱 弾 仁 物 質 の 縦 振 動 に 基 い て ・… ヾ まま FE ン 記 備 多 


地震 投稿 規定 


1. 原稿 は 原稿 用 紙 こ 横 書 に 認め , 優 名 は 下 優 名 を 用 いる こと . 

、 2. 句 証 昧 , . 等 を 明 上 隊 に 記入 する こと . 

9。 地名 , 人 名 の 証 み に くい も の に は , 振 恨 名 を 付け る こと . 

4. 勲 字 は 漢字 を 用 いま ず , アラ ビ ャ 敷 字 を 用 いる こと と. 

S. 中 用 交 献 等 は 脚 廷 に 記載 の こと . 

. 畠 園 は 映 で 明瞭 に 書き , 縮 卒 を 必 ま 記入 する と と . 賠 の 中 の 交 字 は 刷 上 り 1mm 
以下 に な ら ぬ こと . 原稿 こ 赤 字 で 男 の 将 入場 所 を 指定 する こと と. 

7. 原稿 に は 必ず 英 太 題 目 と 英 六 要約 を 付け る こと . 

8. 論 婦 の 長 さ は 営 分 の 間 , 剛 上 り 4 貢 (400 写 詰 原稿 用 紙 約 10 枚 ) の こと . 
別刷 の 旨 用 は 営 分 の 間 全 部 (用 紙 を 含む ) 著者 の 負 拉 と な し , 部 敷 は 50 部 以内 の 
こと =: 

10. 校正 は 堂 分 の 間 編 甲 係 に 一 任 の こと ・. 

11. HU 209 0 の 敵 午 放 所 衣 用 を 仙 久 お @② と と 

⑨ 追 加 皇 賠 表 千 の 読 明 に 英語 を 用 いる こと . 
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